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政府予算案

■ 平成30年度予算の基本方針
　港湾局の海岸関係の平成30年度
予算においては、「経済財政運営と改
革の基本方針2017（平成29年6月9日
閣議決定）」、「平成30年度予算編成
の基本方針（平成29年12月8日閣議
決定）」を踏まえ、『被災地の復旧・復
興』、『国民の安全・安心の確保』に向
けた取組を強力に推進します。

『被災地の復旧・復興』
東日本大震災や熊本地震等からの
復旧・復興に資する海岸保全施設
の整備を推進します。

図-1　港湾局所管直轄海岸事業

国土交通省港湾局　海岸・防災関係の
平成30年度予算案・税制改正案について

特集1

国土交通省 港湾局　海岸・防災課
津波対策企画調整官　佐溝　圭太郎

危機管理室　専門官
稲葉　一考

『国民の安全・安心の確保』
切迫する巨大地震や激甚
化する気象災害から国民
の生命と財産を守るため、
海岸においてハード・ソフト
を総動員した防災・減災対
策を進めるとともに、海岸保
全施設の老朽化に対応す
る戦略的な維持管理を推
進し、国土の強靱化を図り
ます。

■予算規模
　平成30年度海岸事業予算
案（港湾局所管分）は一般会
計予算9,792百万円（対前年
度比1.00）となりました。

■主要施策
　港湾海岸は防護が必
要な海岸延長全体の約3
割ですが、防護人口では
全体の約6割を占め、背後
地に物流・産業・市街地機
能が高度に集積している
ため、切迫性の高い南海
トラフ地震・津波や頻発す
る台風に備えた防護機能
の確保が特に重要です。

①津波・高潮・侵食対策
　等の推進
　津波・高潮等による被
害からの背後地の防護、

及び冬期風浪等による越波・浸水被
害の軽減を目的とした侵食対策の
ため、海岸保全施設の整備を推進し
ます。
②海岸保全施設の耐震・液状化対策
及び「粘り強い構造」の海岸堤防
等の整備

　南海トラフ地震等の大規模地震に
よる津波到達前に海岸保全施設の
防護機能が損なわれないよう、耐震・
液状化対策を実施します。
　また、大規模津波に対しても減災機
能を発揮する「粘り強い構造」の海岸
堤防等の整備を推進します。

図-2　既存護岸の越波状況：大分港海岸

図-3　護岸嵩上げによる防護効果：
和歌山下津港海岸

災害対策室　課長補佐
菊地　志郎
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③水門・陸閘等の安全かつ確実な運
用体制の構築

　南海トラフ地震等による津波、高潮
の来襲に対し、臨海部に立地する企
業活動等も考慮した水門・陸閘等の
安全かつ確実な運用体制の構築を図
るとともに自動化・遠隔操作化を促進し
ます。

■制度拡充
『災害関連緊急大規模漂着流木等
処理対策事業の拡充』
　近年、豪雨災害の激甚化に伴い、
海岸への流木等の漂着が毎年発生
している状況です。一方で海岸管
理者が流木等の処理を行う場合、
現状では流木等が採択基準である
1,000m3に達しなければ災害関連緊
急大規模漂着流木等処理対策事業
として申請することが出来ませんでし
た。
　これを踏まえ、海岸に漂着する流木
等の処理を効率的に実施するため、
採択基準未満の時点でも漂着流木
等の処理の着工が可能となるよう、災
害関連緊急大規模漂着流木等処理
対策事業を新たに拡充します。なお、
本改正は早期着工を可能とするもの
であり、1,000m3以上という採択基準を
変更するものではありません。 

『公共施設等の適正管理の推進（地
方財政措置）』
　地方公共団体において海岸保全
施設の適正な管理を実施するため、
個別施設の長寿命化計画に基づき
実施する地方単独事業に対する地方
財政措置を拡充します。 

税制改正案

『港湾の耐震対策の推進のための特
例措置の拡充・延長（法人税・固定資
産税）』
　東日本大震災では、民間事業者が
所有する護岸等が被災し航路に土砂
が流出したこと等により、長期間にわ
たって船舶交通に支障が生じた事例
がありました。
　このため、港湾局では、民有護岸等
の老朽化や切迫する南海トラフ地震や
首都直下地震等の大規模地震を踏ま
え、耐震改修促進のための法人税及
び固定資産税の特例措置を平成26年
度及び平成27年度に創設し、この度、
両特例措置が期限を迎えました。
　民間事業者にとって、護岸等の耐
震改修は多額の費用がかかる一方
で、収益に直接結びつかないため、な
かなか踏み切れない状況です。このた

め、両特例措置を引き続き実施すると
ともに、緊急度の高い地域への特例
率の拡充を行うことにより、民間事業
者の耐震改修を促進し、大規模地震
発生時の航路機能の確保を進めて参
ります。
【特例措置の内容】
（法人税）

　平成30年4月1日から平成35年3
月31日までに耐震改修が行われた
民有護岸・岸壁・桟橋について、拡
充対象施設※については特別償却
22%とし、その他施設については特
別償却18%とする。

（固定資産税）
　平成30年4月1日から平成33年3
月31日までに国の無利子貸付を受
けて耐震改修が行われた民有護
岸・岸壁・物揚場について、拡充対
象施設※については固定資産税の
課税標準を5年間1/2とし、その他施
設については固定資産税の課税標
準を5年間5/6とする。

※拡充対象施設 ： 南海トラフ地震防災対策推
進地域及び首都直下地震緊急対策区域にあ
り、緊急確保航路に接続する港湾内の施設

国土交通省港湾局　海岸・防災関係の
平成30年度予算案・税制改正案について

図-4　熊本県 長洲港海岸（九州北部豪雨）

航路沿いの民有護岸等の改良を促進し、非常災害時の航路機能を確保

図-5　民有護岸等の耐震改修促進

東日本大震災における
民有護岸の被災状況
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平成30年度予算（案）

①港湾災害復旧事業予算
　（東日本大震災以外）

　平成30年度の当初予算（案）は、
近年の災害による被害の発生状
況及び平成28年、平成29年の災
害により被害を受けた施設の復旧
状況を踏まえ、過年度の当初予算
と同額の総額12.52億円（国費）が
計上されました。また、当初予算
に不足が生じた場合は、補正予算
にて対応しており、平成29年度に
おいては、約33億円を計上してお
ります。（表－1）。

　なお、表中の「直轄災」とは地方
整備局等が実施する災害復旧事
業を、「補助災」とは地方公共団体
等が実施する災害復旧事業を言
います。
　「災害関連」とは再度災害防止
のため、災害復旧事業と合併して
実施する事業、漂着流木の処理等
を言います。

②港湾災害復旧事業予算
　（東日本大震災）

　東日本大震災における被災施
設の復旧は、直轄災については、
復旧に長い期間を要する3防波

堤を除き、平成26年度末までに復
旧を完了しています。また、この
3防波堤についても、大船渡港は
平成28年度に完了しており、残る
釜石港及び相馬港についても平
成29年度に完了を予定していま
す。さらに、補助災及び災害関連
についても、平成32年度に完了を
予定しています。
　これらの復旧目標及び災害復
旧の進捗状況を考慮し、平成30年
度の当初予算（案）は、約16億円

（国費）が計上されました（表－2）。
　なお、東日本大震災からの復
旧・復興状況については、本誌

平成30年度
港湾関係災害復旧事業予算（案）について

特集2

表－2　東日本大震災における港湾災害復旧事業予算（国費）の推移

表－1　港湾災害復旧事業予算（国費）の推移（東日本大震災除く）

国土交通省　港湾局　海岸・防災課
緊急物資輸送係長　浜口　高志



Wave & Beach　5

「データで見る海岸・防災」に掲載
されていますので、ご覧下さい。

港湾関係災害における被害
額の推移

　過去10年間における被害額（平成
29年12月末時点）の推移を図－1に
示します。平成29年は、九州北部豪
雨をはじめとした梅雨前線豪雨（7
月）、台風18号（9月）、台風21号（10
月）の被害が主な要因となっていま
す。なお、平成23年は、大規模な地
震津波による被害が大半を占めて
おり、それ以外は台風や風浪による
災害が主な要因となっています。

平成30年度
港湾関係災害復旧事業予算（案）について

災害復旧事業について

　災害復旧事業とは、公共土木施設
災害復旧事業費国庫負担法に基づ
く施設復旧に係る事業です。港湾関
係では外郭施設、係留施設、水域施
設、臨港交通施設、廃棄物埋立護岸、
港湾広域防災施設及び海岸保全施
設が対象となっています。
　ただし、被害を受けた港湾関係の
施設全てが災害復旧事業の対象と

図－１　被害額の推移

なるとは限りません。被災原因、被
災規模（被害額）などの要件を満た
し、かつ、国による災害査定において
決定されたものに対して国庫負担率
を乗じた予算が措置されます。
　なお、災害復旧事業に関する制
度の概要については、国土交通省の
ホームページに掲載されていますの
で、ご参照下さい。

参考URL
http://www.mlit.go.jp/river/hourei_tsutatsu/bousai/saigai/
hukkyuu/
http://www.mlit.go.jp/common/000055601.pdf
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災害起因となった異常気象

　平成29年の港湾関係の災害復旧
事業（災害関連は除く）は87件（直
轄災8件、補助災79件）が発生（昨年
は直轄災7件、補助災83件）した。
　災害起因となった異常気象は、表
－1のとおりであるが、台風による災
害件数が全体の9割を占めている。
　中でも台風21号（10月21～23）に
よる災害は、平成29年災の半分以
上を占め、九州・中国・近畿・中部・
北陸・関東・東北地方の広範囲にわ
たっている。
　また、台風18号（9月17～18）による
災害件数は、台風21号の1/3程度で
あるが、九州・四国・近畿地方の瀬戸
内海及び中国・中部・北海道地方の
日本海の広範囲にわたっている。
　その他、梅雨前線による豪雨に
よって「九州北部豪雨」（7月5～6日）
が発生したが、港湾においては、河
川から流下した土砂や木材等による
水域施設（航路・泊地）の埋塞災害
が発生した。

被災した施設別内訳

　被災した施設別内訳は表－2のと
おりであり、冬期風浪や台風による
防波堤などの外郭施設の被災が最
も多く、次いで梅雨前線、台風による
泊地などの水域施設の被害が多く発
生している。

　今年は地震による被害発生がな
かったことから、係留施設や臨港交
通施設においては、昨年の半分程度
となっている。
　また、災害関連事業では、表－3の

とおり環境関連として遊歩道及び突
堤（港湾環境整備施設）への被害が
2件（昨年は0件）、流木関連として海
岸漂着流木による被害が7件（昨年2
件）発生している。

平成29年港湾関係災害復旧事業の
状況について

特集3

表－1　災害起因となった異常気象　

表－2　被災した施設別内訳

（災害関連除く）

異 常 気 象 名 災　害　日 港　数 件　数 摘　要
冬期風浪 1.14 1 1

風浪 4.14 1 1
梅雨前線 6/30～7/19 5 7 激甚災害（局激）

台風  3  号 6/30～ 7/4 2 2 激甚災害（局激）
台風  5  号 8/4～ 8/8 3 6
台風 18 号 9/17～ 18 12 17 激甚災害（局激）

豪雨 10.3 1 1
台風 21 号 10/21～ 23 24 47
台風 22 号 10/28～ 29 3 4
冬期風浪 11/11～ 12 1 1

計 53 87

（災害関連除く）

施　設　名 件　数
水域施設 航路 3 件、泊地 18 件 21

外郭施設 防波堤 19 件、波除堤 3 件、防潮堤 1 件、導流堤 1 件、
護岸 12 件 36

係留施設 岸壁 2 件、浮桟橋 4 件、船揚場 1 件 7
臨港交通施設 臨港道路 3 件、駐車場 1 件、橋梁 1 件 5

海岸施設 護岸 9 件、離岸堤 7 件、水門 1 件 17
その他 土砂処分場１件 1

計 87

（災害関連除く）

施設名 摘　要 件　数
一般関連 0
環境関連 遊歩道 1 件、突堤 1 件 2
流木関連 海岸漂着流木 7 件 7

計 9

国土交通省　港湾局　海岸・防災課
災害査定官　篠原　守昌

表－3　災害関連事業　
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平成29年港湾関係災害復旧事業の
状況について

千葉県　湘南港　遊歩道　【環境関連】

熊本県　三角港　浮さん橋　【補助災】 青森県　むつ小川原港　防波堤　【直轄災】

新潟県　柏崎港　臨港道路　【補助災】

平成29年災　災害復旧事
業箇所

　災害復旧箇所は、図－1のとおりで
あり、九州から北海道地方まで広範
囲にわたっており、53港87件となっ
ている。なお、昨年多かった東北地
方の太平洋側（39件）は、1件のみで
あった。

図－1　平成29年港湾関係災害復旧事業箇所
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豊かなウォーターフロント2017
フォトコンテスト 海とみなと—

その役割・防災・歴史・観光

このコンテストも歴史のあるものとなり、変わりゆくウォーターフロントの姿を撮り続けてきた皆さんの作品は貴重な記録となって
います。
海は食料の宝庫であり、物資輸送の大動脈でもありますが、その反面、台風や津波による被害にも度々悩まされてきました。そんな
中、港湾設備は年々近代化され、照明技術の進歩もあって、実に華やかな景観が増えています。又、防災面でも大がかりな工事が着々と
進められています。そして、海に囲まれたわが国では、変化に富んだ美しい海岸の景観が随所にみられる恵まれた国で、海辺でのまつり
やイベントが各所で行われています。
応募作品を見ると、スケールの大きな有名な港の景観やイベントなど、華やかな光景を撮った作品が多く、そんな中に優れた作品
が多かったのですが、一方、歴史のある施設、防災のための施設や、海で働く人々の姿など地味な狙いの作品が少なかったのが残念
でした。
次回はより広い視野で発見したウォーターフロントの世界を見せてほしいと思います。

総　評

ダイナミックな画面構成で捉えたカメラワークが実に見事です。
カメラポジションが的確な上、夕暮れの、空にかすかに明るさが残る時間にシャッターを切っ
たのがよかったのです。
前景に赤く照らされた橋を力強く入れ、華やかにライトアップされた豪華客船の雄姿、そして
遠景に神戸港の特色ある風景を上手に写し込んで、ファンタジックな世界を創り上げています。

最優秀賞　国土交通大臣賞
佐藤　孝　
巨船来港　　神戸市神戸港

本コンテストは、写真を通じて海辺や港の四季折々、津々浦々の姿を表現していただき、
ともすれば港と疎遠になりがちな方々に対してその素晴らしさを再認識していただくと共に、
ウォーターフロントの景観への意識を高めることを目的としています。
今年で26回目の本コンテストは、「海とみなとーその役割・防災・歴史・観光」というテーマに
405点もの応募がありました。いただいた作品に対して平成29年10月24日に
厳正なる審査を行った結果、次のとおり素晴らしい入選作品を決定させていただきました。
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江戸時代初期の姿を残す手結内港とのこと。
緑の美しい小さな入り江に石垣で囲まれて造ら
れた、小さな港のたたずまいが素朴で、江戸時
代にタイムスリップしたようです。手前の石灯
籠のように見えるのは灯台だったのでしょう
か。穏やかでゆったりとした時間の流れが感じ
られる秀作です。

国土交通省港湾局長賞
雪本信彰　香南市手結内港
今も残る江戸初期の港

実に華やかな光景ですね！！快晴の下、雄
大な横浜港を舞台に行われている結婚式。
高い位置から狙い、シンメトリーな構図に切
り取ったことで、幸せあふれる二人と参列者
の様子が実に印象深く目に飛び込んできま
す。背景のビル群の描写も見事で、逆光の効
果で参列の人々が立体的に描写されている
のも見事です。

（公社）日本港湾協会会長賞
平野昌子　横浜市横浜港　
お幸せに…

競技大会が行われる日なのでしょうか。堤防
に囲まれた湾内にたくさんの白い帆が画面いっ
ぱいに広がり、その間を往き来する人々の様子
から参加者の高揚感が伝わってくるようです。
防波堤の外に幾重にも白い帆が点々と連なる光
景を少し高い位置からうまいフレーミングで捉
え、白い帆でうめつくした端正な画面構成に仕
上げたのが上手です。

港湾海岸防災協議会会長賞
有田　勉　宮古市宮古港　
ヨットハーバー
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観光・イベント部門賞
浅見崇司　　神戸市神戸港　
港の盆踊り
高いビルの上から撮影したのでしょう。手前のみどり色に照らされた屋根形

の造形、右下には盆踊りの舞台と、周りで踊る人々がオレンジ色の照明に映
え、はじけるような不思議な描写がおもしろく、遠景の描写も見事で、色とり
どりにライトアップされた色の変化が美しく、神戸港のスケールの大きさと、
ファンタジックな雰囲気が感じられる素晴らしい作品です。

港湾海岸防災協議会会長賞
潮吹き防波堤レプリカ
簗田和雄　稲葉翁記念公園

観光・イベント部門賞
小髙紘佑　　横浜市横浜港　
サンタクルーズ
クリスマスのイベントなのでしょう。大勢のサンタさんがサーフボードに
乗ってのパレード。快晴の下、すいすいと気持ちよさそうですね！！　橋の上
から撮ったのでしょう、水面を広くとり入れ、画面中央やや上部に向かって、
直線が収れんするようにした画面づくりが功を奏し、近代的な横浜港のス
ケール感と開放感を表現しています。

観光・イベント部門賞
齋藤洋子　沼津市三津港　
至福！元旦の遊覧
津波の侵入を防ぐためにつくられた沼津港の大型展望水門「びゅうお」、地

上30メートルの高さに展望回廊があるそうです。タイトルからすると、元旦に
その水門を出て湾内遊覧をするところなのでしょう。初日の出の時間は過ぎて
いるようですが、カモメの飛び交う中、水門をくぐり遊覧に向かう乗客の人々
の高揚感が伝わってくるようです。

景観部門賞
末廣周三　　横浜市みなとみらい　
横浜ベイnight
すばらしく空気の澄んだ日に出会いましたね！！　高所から、魚眼レンズの
描写効果を生かして、みなとみらい21の夜の景観を見事なフレーミングで捉
えています。最近の照明技術の進歩はめざましく、各地の夜景はますます華や
かになっています。この作品も、眼下の様子から遠くの水平線に到るまで、点々
と連なる灯りまでも描写されていて、宝石をちりばめたような美しさです。

景観部門賞
山﨑　泰　尾道市　
明るい尾道水道
平安時代から瀬戸内海水運の中継港として栄えていたという尾
道。今でも尾道水道は水運業が盛んなのでしょうか、対岸は船の
ドッグのようですが、立ち並ぶクレーンの様子から活気が感じられ
ます。手前の建物群も昔の面影を残しているようで、ゆったりとし
た水の流れと、点在する船の姿から長閑な風情が感じられます。
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仕事部門賞
木南雄平　　新潟市新潟港西埠頭　
南洋材荷役

防災部門賞
山崎秀司　　京丹後市竹野漁港　
荒れる外海
今年は日本をはじめ世界各地で異常気象による災害が多く発生しました。

この作品を拝見すると自然の猛威がストレートに感じられます。陸に上げら
れ、整然と並ぶ漁船に襲いかかるかに見える大波は防波堤によって守られて
いるのでしょう。海岸にそびえる黒い大きな岩が不気味な雰囲気をかもし出し
ています。

運河部門賞
碓井節子　　小樽市　
薄暮の運河
かつては石狩炭田の石炭積出し港として栄え、貿易港として発展してきた
小樽。今は運河沿いにしゃれた店が並び、女性に人気の観光地になっていま
す。夕暮れの小樽運河に映える夕暮れの風景と、水面に点々と設置されたイ
ルミネーションとの相乗効果でファンタジックな世界を創り上げています。

歴史部門賞
片山和澄　　横浜市横浜港　
横浜村からのレガシー
安政6年の開港以来、生糸の輸出港として急激に発展、現在全国一の国際貿

易港を誇る横浜港。その発展はめざましく、近代的な開発が年々進められてい
る中、昔の面影を残す多くの建造物なども大切に保存されています。そのよう
な視点で捉えた横浜港の俯瞰風景ですが、実にシャープな描写に感心します。

小学生・中学生部門賞
池ヶ谷悠理　　静岡市清水港　
日本一のツーショット
豪華客船と雄大な富士山。大きさを競いあっているように切り取った大胆

な画面構成に驚かされます。点々と見える船上の人々の様子から客船の大き
さが想像できます。清水港での撮影だそうですが、デッキからの富士山の眺め
は素晴らしいことでしょう。船旅に行きたくなります。

広々とした新潟港の埠頭で、木材を船に積み込む作業をしているの
でしょう。一連の作業を変化のある視点の4カットでまとめ、荷役作
業の流れとスケールの大きさを良く表現しています。木材の重量感、
木材の上で指揮をとる人、そして小型ボートで木材を寄せる作業の
人、クレーンを操縦する人、みんなの意気が合っての仕事なのでしょ
う。緊張感が伝わってきます。
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優　秀　賞

ごらんのとおり、バラエティに富んだ優れた作品ばかりで、レ
ベルの高さに感心します。そして、あらためて人と海とのかか
わりの深さと多様さを再認識させられました。しかし、長年続
いているコンテストでは、過去に入選した作品に類似したも
のが多く寄せられる傾向があるのも事実です。今回も横浜や
神戸など有名で大きな施設を撮った作品が多く寄せられまし
たが、日常生活の中での身近な海とかかわりのある光景な
ど、気軽に写した作品も歓迎です。次回はぜひ皆さんの目で
発見した、新しいウォーターフロントの世界を期待していま
す。そして、応募の少ない、歴史、防災、運河部門にも目を向
けてほしいと思います。

観光・イベント部門
倉田雅弘　　玉野市宇野港
にぎわい

観光・イベント部門
外尾英介　　
北九州市ひびきコンテナターミナル

入港

観光・イベント部門
田村一彦　　南房総市白浜
海女まつり

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
部
門

河
野
　
勉
　
　
北
九
州
市
門
司
港

海
峡
暮
色

観光・イベント部門
長谷川裕二　　長崎市長崎港
炎天下での戦い

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
部
門

芝
﨑
靜
雄
　
今
治
市

進
水
式

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
部
門

髙
橋
　
弘
　
　
宮
古
市
藤
原
埠
頭

船
乗
り
の
礼
法

観光・イベント部門
間瀬幾雄　横浜市本牧埠頭沖
入港・本牧埠頭

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
部
門

小
椋
利
昭
　
　
横
浜
市
横
浜
港

日
本
丸
総
帆
展
帆
の
日
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観光・イベント部門
山本健太郎　　今治市波方港
散餅銭

観光・イベント部門
玉置良宗　　蒲郡市三谷温泉前海岸
海中渡御

景観部門
大久保紘季　　唐津市唐津港
出航の時

景観部門
金岡明光　　富士市
夜明け前

景観部門
仲川幸延　　宇和島市遊子湾
餅まき

景観部門
松田裕次　　日向市細島商業港
何処へ

景観部門
望月信明　　静岡市清水港湾沖
朝の入港

景観部門
矢野正樹　　大阪市大阪港
繋がり、多様な大阪港

景観部門
山下孝治　　長崎市長崎港
水辺の鏡

仕事部門
高橋住江　　長崎市長崎港
只今造船中

仕事部門
仲道幸子　　浦添市浦添北道路橋梁工事
未来の青年

仕事部門
中村守男　　呉市呉港
海上輸送
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優　秀　賞

仕事部門
西山　敦　　新潟市新潟港東港
新旧交代

仕事部門
松山　進　　横浜市横浜港
出港の挨拶

仕事部門
横山雪子　　高松市高松港
フェリー到着

仕事部門
𠮷田　宏　　横浜市横浜港
輪出の船積を待つ車群

仕事部門
高橋一吉　　大阪市大阪港
大阪港渡し舟

仕事部門
山台雄三　　伯方町
晴れの進水式

仕事部門
杉浦正幸　　四万十市四万十川河口
四万十の輝き

防災部門
後谷　弘　　射水市奈呉の浦海岸
帰港

防災部門
高橋康資　　横浜市横浜港
特別警戒

防災部門
中村哲雄　　御前崎市御前崎海岸
打ち寄せる大波

運河部門
齋藤　力　　江東区新砂豊洲運河
運河の要衝

運河部門
山西典夫　　高知市堀川
春営み　
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国土交通大臣賞（最優秀賞）
佐藤　孝（神戸市神戸港）
国土交通省港湾局長賞
雪本信彰（香南市手結内港）
（公社）日本港湾協会会長賞
平野昌子（横浜市横浜港）
港湾海岸防災協議会会長賞
有田　勉（宮古市宮古港）
観光・イベント部門賞
浅見崇司（神戸市神戸港）
観光・イベント部門賞
小髙紘佑（横浜市横浜港）
観光・イベント部門賞
齋藤洋子（沼津市三津港）
景観部門賞
末廣周三（横浜市みなとみらい）
景観部門賞
山﨑　泰（尾道市）
仕事部門賞
木南雄平（新潟市新潟港西埠頭）
防災部門賞
山崎秀司（京丹後市竹野漁港）
運河部門賞
碓井節子（小樽市）
歴史部門賞
片山和澄（横浜市横浜港）
小学生・中学生部門賞
池ヶ谷悠理（静岡市清水港）

優秀賞
［観光・イベント部門］
小椋利昭（横浜市横浜港）
倉田雅弘（玉野市宇野港）

河野　勉（北九州市門司港）
芝﨑靜雄（今治市）
外尾英介（北九州市ひびきコンテナターミナル）
髙橋　弘（宮古市藤原埠頭）
田村一彦（南房総市白浜）
長谷川裕二（長崎市長崎港）
間瀬幾雄（横浜市本牧埠頭沖）
山本健太郎（今治市波方港）
玉置良宗（蒲郡市三谷温泉前海岸）

［景観部門］
大久保紘季（唐津市唐津港）
金岡明光（富士市）
仲川幸延（宇和島市遊子湾）
松田裕次（日向市細島商業港）
望月信明（静岡市清水港湾沖）
矢野正樹（大阪市大阪港）
山下孝治（長崎市長崎港）

［仕事部門］
高橋住江（長崎市長崎港）
仲道幸子（浦添市浦添北道路橋梁工事）
中村守男（呉市呉港）
西山　敦（新潟市新潟港東港）
松山　進（横浜市横浜港）
横山雪子（高松市高松港）
𠮷田　宏（横浜市横浜港）
高橋一吉（大阪市大阪港）
山台雄三（伯方町）
杉浦正幸（四万十市四万十川河口）

［防災部門］
後谷　弘（射水市奈呉の浦海岸）
高橋康資（横浜市横浜港）
中村哲雄（御前崎市御前崎海岸）

［運河部門］
川上　勝（北九州市門司区めかり海岸・関門海峡）
齋藤　力（江東区新砂豊洲運河）
山西典夫（高知市堀川）

［歴史部門］
石井清治（唐津市唐津城石垣）
齊藤芳正（横須賀市横須賀港）
杉山千佳子（沼津市我入道海岸）
藤松政晴（長崎市小菅修船場跡）

主催
（公社）日本港湾協会
港湾海岸防災協議会
後援
国土交通省
協賛
（一社）日本旅客船協会
（一社）ウォーターフロント協会
（一社）日本外航客船協会
（一社）日本マリーナ・ビーチ協会
（一財）みなと総合研究財団
（一財）港湾空港総合技術センター
富士フイルムイメージングシステムズ（株）
審査員（順不同・敬称略）
齋藤　潮〈東京工業大学大学院教授〉
廻　洋子〈敬愛大学教授〉
富岡畦草〈写真家〉
松野正雄〈写真家〉
逸見　仁〈写真家〉
加藤雅啓〈国土交通省港湾局海岸・防災課長〉
中﨑　剛〈国土交通省港湾局海洋・環境課長〉
須野原豊〈（公社）日本港湾協会理事長〉

歴史部門
石井清治　　唐津市唐津城石垣
古しえの防波石垣

歴史部門
齊藤芳正　　横須賀市横須賀港
陸奥主砲還る

歴史部門
杉山千佳子　　沼津市我入道海岸
展望水門びゅうお

歴史部門
藤松政晴　　長崎市小菅修船場跡
船を待てども

運河部門
川上　勝　　
北九州市門司区めかり海岸・関門海峡

海道を往く、跳ぶ
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「第21回海岸シンポジウム」の開催報告

To p i c sTo p i c s

港湾海岸防災協議会

　全国海岸事業促進連合協議会で
は、より良い海岸空間の保全と創造に
向けて、民間団体や学識経験者を含
む様々な分野の方々のご意見を拝聴
し、時代の要請に適合した海岸の整
備や保全の一助とするため、平成9年
以降「海岸シンポジウム」を開催してま
いりました。
　本年度においても、国土交通省及
び農林水産省のご後援を頂き、平成
29年11月30日（金）（13時～16時35
分）に東京都港区虎ノ門発明会館地
下ホールにて、日本全国から海岸管理
者、関係市町村、コンサルタント企業
等、約260名の参加を得て、第21回海
岸シンポジウム『高潮災害に備える』を
開催致しました。
　開会に先立ち、磯部 雅彦 全国海
岸事業促進連合協議会会長から、三
大湾における高潮予測が行われてい
る中、海岸をより安全なものにする、災
害をできるだけ減らしていくために、こ
のシンポジウムのメーンテーマを設定し
たこと、これを機に、高潮の予測や対
策に役立てていただきたい旨の開会
の挨拶がありました。
　続いて、まず、田島 芳満 東京大学
大学院工学系研究科社会基盤学専
攻教授より、『高潮災害とその教訓』と
題し、2013年にフィリピンを襲った台風
Haiyanによる高潮被害をはじめとし
て、世界各地や国内では西湘海岸の
現地災害調査による事例紹介があり、
得られた教訓として、高潮・高波による

ハザードの局所的な集中等の現象を
踏まえ、地域毎のきめ細かなハザード
評価、海岸構造物によるハザードへの
影響検討等が重要であるとの基調講
演がありました。
　次に、岩谷 忠幸 ＮＰＯ法人 気象
キャスターネットワーク事務局長より、

『近年の台風の傾向と高潮災害につ
いて』と題し、冒頭に未来の天気予報

「2100年の天気予報」を実演（実演
直後、会場から拍手）の後、台風だけ
でない低気圧による高潮被害、高潮の
メカニズム、台風の進路予想や避難
情報等の説明を通じ、台風来襲時に
おける高潮情報の伝達方法のあるべ
き姿や高潮に関する防災教育普及の
重要性等について、気象専門家の立
場から特別講演がありました。
　休憩の後、続いて学識経験者、報
道機関、行政研究機関の各分野より、
講演がありました。
　まず、富田 孝史 名古屋大学大学
院環境学研究科都市環境学専攻教

授より、『伊勢湾・三河湾における高潮
被害とその対策』と題し、1953年台風
13号、1959年伊勢湾台風、2009年台
風18号による伊勢湾・三河湾における
被害状況とその後の対策について説
明があり、まとめとして①死者ゼロに向
けて避難計画やBCP等の策定、②既
往最大を超えうるハザードの被害想定
とその対策、③被災後の持続可能な
生活・経済活動への影響軽減が重要
であるとの講演がありました。
　続いて、島川 英介 ＮＨＫ報道局
社会部記者より、『現地取材から見え
た高潮災害の実像と将来リスク』と題
し、フィリピン、バヌアツ、アメリカ等を
襲った高潮の実像と被害、将来リス
ク、避難についての課題等について、
現地取材と調査に基づいた説明があ
り、被害の軽減には、ショートメッセー
ジによる情報発信、被害についての
地域での伝承、社会活動ストップが
許容される風土、文化としての避難
場所の整備等が重要であるとの講演

磯部 雅彦 会長
（高知工科大学　学長）

田島　芳満 様
（東京大学大学院　教授）
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がありました。
　続いて最後の講演として、河合 弘
泰 国立研究開発法人 海上・港湾・航
空技術研究所 港湾空港技術研究所 
海洋情報・津波研究領域長より、『高
潮の数値計算モデル』と題し、高潮と

はどういうものか、数値計算でどんなこ
とができるかとの前置きに続き、高潮に
より起こる現象、数値計算の基礎、数
値計算の活用に関する様々なモデル
についての説明があり、まとめとして、
数値計算により色 な々ことができ、更な

る発展も期待できるとの講演がありま
した。
　最後に、磯部会長が登壇のうえ、各
講演の内容についてスライドでまとめ
たうえで、既往最大を超えるハザード
について、数値シミュレーションによる
予測が喫緊の課題であり、ハードとソ
フトを組み合わせた対策が必要であ
ること、ハード整備の水準の決定が高
潮対策の今後の柱となる課題であるこ
と、海岸の災害には津波もあり、総合
的な対応が必要であることと総括のう
え、閉会いたしました。
　平成29年は台風21号、台風22号が
立て続けに連続発生し、特に超大型
台風21号は、強い勢力を維持したまま
10月23日に上陸し、浸水被害の発生
など、日本各地に爪痕を残した中、高
潮災害をテーマとした今回のシンポジ
ウムは、高潮被害の軽減に向けて、今
後の総合的な防災・減災対策を検討
する上で大変有意義なシンポジウムと
なったのではないかと考えます。
　今後とも、海岸事業の推進並びに
全国海岸事業促進協議会・港湾海岸
防災協議会の活動へのご支援・ご協
力をお願い申し上げます。

岩谷　忠幸 様
（NPO法人　気象キャスター

ネットワーク　事務局長）

島川　英介 様
（NHK報道局社会部　記者）

富田　孝史 様
（名古屋大学大学院　教授）

河合　弘泰 様
（国立研究開発法人海上・港湾・

航空技術研究所 港湾空港技術研究所
　海洋情報・津波研究領域長）
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「世界津波の日」における津波対策の取組について
～「津波防災の日」そして「世界津波の日」としての啓蒙活動へ～

1．「世界津波の日」の制定

　我が国では、東日本大震災による甚
大な津波被害を踏まえ、平成23年6月
に制定された「津波対策の推進に関
する法律」において、広く津波対策に
ついての理解と関心を深めることを目
的として、11月5日を「津波防災の日」と
定め、全国で様々な活動や教育に取

り組んでいるころです。
　さらに、平成25年12月の第70回
国連総会本会議において、11月5日を

「世界津波の日」とする決議が、日本
をはじめ142か国が共に提案し採択さ
れました。「世界津波の日」の制定によ
り、津波の脅威についての関心が高
まり、その対策が国連をはじめ世界各
国で進むことが期待されます。また、我

が国においては、世界各地での津波
の啓発活動や津波対策の強化を通
じ、イニシアティブを発揮していくことと
しています。
　このような中、内閣府（防災）におい
ては、「世界津波の日」および「津波防
災の日」である11月5日前後に、国、地
方公共団体及び民間企業等におい
て津波防災に関する行事を重点的に

To p i c sTo p i c s

国土交通省 港湾局 海岸・防災課 災害対策室

図1　平成29年度の国土交通省における津波・防災訓練の取組状況
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計画するよう働きかけを行っています。

2．津波防災訓練の実施

　国土交通省においても「津波防災
の日」を中心として、全国で訓練等の
取り組みを実施しています。
　特に、港湾の周辺は、物流・産業や
住居が集積していることから、津波の
発生による被害は甚大なものとなりま
す。これに対し、国土交通省において
は、総合的な津波対策を考える上で、
基本的に二つのレベルの津波を想定
しています。すなわち、一つ目のレベル
である、発生頻度が高い津波（レベル
1）に対しては、できるだけ構造物で人
命・財産を守りきる「防災」を目指すもの
とし、二つ目のレベルである、発生頻度
は極めて低いが影響が甚大な最大ク
ラスの津波（レベル2）に対しては、最
低限人命を守るという目標のもとに被
害をできるだけ小さくする「減災」を目
指すこととしています。このため、レベ
ル1の津波に対して防潮堤や津波避
難施設等の整備の推進を図りつつ、レ
ベル2の津波に備え、津波防災の訓練
などのソフト対策にも積極的に取り組
んでいます。
　以下に、港湾エリアでの避難及び
応急復旧の実働訓練が行われる主な
事例として、宮崎港（宮崎県）で実施
された大規模津波防災総合訓練の
内容を紹介します。大規模津波防災

総合訓練は、平成16年12月に発生し
たスマトラ島沖大地震を契機として始
まり、12回目となる本年は、南海トラフ
巨大地震により九州最大の津波被害
が想定される宮崎県を会場に、TEC-
FORCEによる港湾施設の被害調査
訓練、航行船舶の障害となる沈降物
確認訓練、航路啓開訓練、港内への
流出油の防除訓練等を実施しました。
　また、「世界津波の日」の趣旨を踏ま
え、在京大使館等による視察、「世界
津波の日」に関する広報展示等を行
うとともに、宮崎港の避難高台「命の
丘」を使った避難訓練には、海外から
の政府関係者や外国人留学生が参
加するなど、国際的な普及・啓発のた
めの取組も実施しました。

【九州地方整備局（宮崎港）の訓練
概要】

［訓練名］
大規模津波防災総合訓練

［日　時］
平成29年11月3日（金）8:45～12:00

［場　所］
宮崎港（宮崎県宮崎市）［メイン会場］
宮崎県宮崎市郡医師会病院、大宮
小学校他（宮崎県宮崎市）［サテライト
会場］

［主　催］
国土交通省、宮崎県、宮崎市

［共　催］
南海トラフ九州ブロック協議会

［参加機関］
指定行政機関、指定地方行政機関、
指定公共機関、指定地方公共機関、

図3 　海上での救命・救助訓練の状況

図4 　沈降物確認訓練の状況 図5 　航路啓開訓練の状況

図6 　油防除訓練の状況 図7 　応急給水訓練の状況図2　「命の丘」への避難訓練の状況
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地方公共団体、協定締結建設業団体、
大学等　145機関

［参加者数］
訓練参加者約3,000人、一般来場者
700人以上

［訓練概要］
（1）被害想定

・南海トラフ巨大地震が発生（震
源地：日向灘、地震の規模：マグニ
チュード9.1）

・九州全域で震度5弱から震度7の
強い揺れ

（2）訓練項目
①避難訓練

・宮崎港の津波避難施設「命の
丘」への宮崎港立地企業の方及
び海外の防災関係者、留学生等
による避難訓練

②情報収集・伝達訓練
・ヘリ及び航空機による上空からの

情報収集・映像伝送
・バイク隊、船舶等による被災情報

収集
・衛星通信車等での情報収集・映

像伝送
③救命・救助訓練

・ヘリや船舶による水難者の救助
・倒壊家屋、破損車両からの救助・

救出、トリアージの実施、被災者の
身元確認、延焼中のがれき等の消
火活動

④航路啓開訓練
・大型油回収船による油防除、起重

機船による航行障害物の揚収
⑤道路啓開訓練

・路面段差解消、重機等によるがれ
き撤去・被災車両の移動

⑥浸水対策訓練
・堤防応急復旧、TEC-FORCEによ

る排水ポンプ車での排水活動
⑦ライフライン復旧訓練

・水道、下水道、ガス、通信の復旧
⑧物資輸送訓練

・大型ヘリによる緊急車両等空輸
・カーフェリー、巡視船等による緊急

物資の輸送
・海洋環境整備船による給水支援

3．濱口梧陵国際賞

　「世界津波の日」の制定を踏まえ、
津波・高潮等に係る防災・減災に顕著
な功績を挙げた方を対象とした国際
的な賞が2016年に創設されました。こ
の賞の名前にもなっている濱口梧陵
氏は、江戸時代末期に村が大きな津
波災害に見舞われた際、自らの稲わら
に火を放ち、村人を高台へと避難誘導
した人物です。さらに、被災後も私財
をなげうって堤防を築く等、村の復旧・
復興にも尽力されました。この濱口梧
陵氏の行動と努力は、「稲むらの火」と
いう逸話として、現在も広く知られてい
ます。
　濱口梧陵氏の名前を冠した「濱口

梧陵国際賞」により、氏のように津波等
の災害に対して事前防災・減災対策、
被災後の復旧・復興等に取り組んでい
る方を称え、世界に伝えることで、この
ような取り組みがますます拡がっていく
ことが期待されます。
【2017年濱口梧陵国際賞授賞式及び
記念講演会の概要】

［日　時］
平成29年11月1日（水）15時～

［場　所］
海運クラブ（東京都千代田区）

［プログラム］
授賞式（15:00～）、
記念講演会（15:50～）

［受賞者及び受賞理由］
Philip Li-Fan Liu 
シンガポール国立大学副学長兼特別
教授／コーネル大学名誉教授

・津波の発生、伝播及び沿岸域への
影響の究明に大いに貢献した。

Julio Kuroiwa 
ペルー国立工科大学名誉教授／ペ
ルー国際災害危機軽減会社理事兼

To p i c sTo p i c s

図8　2017年濱口梧陵国際賞授賞式の様子
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本部長
・コロンビア、エクアドル及びペルーの

津波被害の軽減計画の策定に貢献
した。
黒潮町（高知県幡多郡）　※団体で
の受賞
・『世界津波の日』高校生サミットin黒

潮を主催するとともに、官民一体で
ハード・ソフト両面からきめ細やかな
対策に取り組み、住民の防災意識の
向上に大きく貢献した。

［濱口梧陵国際賞選考委員会（敬称
略）］
河田 惠昭（委員長） 

京都大学名誉教授、関西大学教授、
人と防災未来センター所長

藤田 光一 
国土交通省 国土技術政策総合研究
所長

三宅 光一 
国土交通省 国土技術政策総合研究
所副所長

西川 和廣 
国立研究開発法人 土木研究所理
事長

栗山 善昭（事務局） 
国立研究開発法人 海上・港湾・航空
技術研究所 港湾空港技術研究所長

Dr. Jane McKee Smith 
Scientific and Professional, 
C o a s t a l  a n d  H y d r a u l i c s 

Laboratory, Engineer Research 
& Development Center, U.S. 
Army Corps of Engineers

Mr. Deepak Vatvani 
Senior Advisor on Coastal 
Flooding, Deltares, Netherlands
Dr. Giovanni Cuomo 
Research Director, Maritime 
and Coasts, HR Wallingford, 
United Kingdom

Prof. Billy Edge 
Professor, North Carolina State 
University

［主　催］国際津波・沿岸防災技術啓
発事業組織委員会（事務局：（国研）
海上・港湾・航空技術研究所港湾空
港技術研究所）

［後　援］国土交通省、和歌山県、広
川町、（一社）地域安全学会、（公社）
土木学会、（一社）日本建築学会、日
本災害情報学会、日本自然災害学会、

（国研）防災科学研究所
［協　賛］（特非）日本水フォーラム

4．チリと連携した津波防災
に係る取り組み

　1960年のチリ津波では、チリ沖で発
生したマグニチュード9.5の地震により
発生した津波が太平洋を伝播、約22
時間半後に日本に襲来し、大きな被害

をもたらしました。また、2010年にもチ
リ中部沿岸でマグニチュード8.8の地
震、翌2011年には日本で東日本大震
災が相次いで発生しました。これをきっ
かけとして、チリとの間で共同研究プロ
ジェクトが実施される等、津波防災に
係る両国の協力関係が構築されてき
たところです。
　こうした背景から、「世界津波の日」
に際して、チリと連携した取り組みが
行われています。今年度は、2．で紹介
した宮崎港において実施された大規
模津波防災総合訓練に、チリ政府の
防災担当者が参加しました。また、11
月8日（現地時間）にチリで実施された
訓練にあわせて、日本側でも遠地津波
に備えた訓練を実施しました。具体的
には、チリ沿岸で11月8日（現地時間）
に地震が発生し、それに伴って発生し
た津波が太平洋を伝播し日本に来襲
することを想定して、水門・陸閘の操
作等に係る情報伝達訓練を行うととも
に、1960年のチリ津波で大きな被害の
あった岩手県において、実際に水門・
陸閘を閉鎖する訓練を実施しました。
　さらに、11月15日（現地時間）にチリ
で相互の取り組みの報告が行われ、
日本からは津波防災の専門家が参
加し、大規模津波防災総合訓練や水
門・陸閘の操作訓練に係る取り組み
状況等について説明を行いました。

～津波防災の日の由来～

　津波防災の日は、安政南海大地震（1854年）が発生した「11月5日」とされて

いる。これは地震により紀伊半島一帯を襲った大津波に対して、浜口梧陵（ヤマサ

醤油7代目浜口儀兵衛）が、脱穀前の稲の束の稲むらに次々と火を放ち、暗闇で

逃げ惑う村人達を安全な高台（和歌山県広川町）まで避難させたという「稲むらの

火」の逸話に因んでいる。

コ ラ ム

　

稲束（稲むら）に火をつける濱口梧陵
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撫養港海岸直轄海岸保全施設整備事業の
完成について

1．はじめに

　撫養港は、徳島県北東部の鳴門市
に位置しており、古くは奈良･平安時
代の頃より、四国地方と近畿地方を結
ぶ海上交通の要衝として栄えた港で
す。
　近年では、塩や製薬会社関連の地
元企業向け貨物を中心に取り扱って
おり、ここ数年の取扱貨物量は15万ｔ

前後で推移しています。
　撫養港海岸は、背後に徳島県下第
3位の人口を持つ鳴門市の中心市街
地を抱え、これまでも台風による高波
や、安政南海地震、昭和南海地震等
による津波の被害を受けてきました。
撫養港海岸の海岸保全施設は、1961
年の第2室戸台風の被災を契機とし
て整備されたもので、築造後約40年
が経過して老朽化が進んでいた状況

でした。 
　その状況の中、今後発生が予想さ
れる南海トラフを震源とする地震、津
波から、病院・学校などの公共施設や
住宅が集中する鳴門市街地の貴重
な生命･財産を守ることを目的として、
撫養港海岸直轄海岸保全施設整備
事業が平成18年度に事業採択され、
29年9月末に完成しました。

To p i c sTo p i c s

四国地方整備局　小松島港湾・空港整備事務所

図-1　撫養港海岸の事業箇所と背後の状況

図-2　老朽化が進んでいた既設の堤防
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2．事業の概要

　本事業は、図 –1に示す全長2，590m
の堤防において、地震による沈下後も
設計津波（想定安政南海地震津波※）
に対する高さを確保するための液状
化対策（地盤改良）、及び陸閘・水門
等の改良と新設を行ったものです。
　事業の概要は表–1に示すとおり
であり、整備効果は図–4に示す事業
着手前の津波浸水予測図から、約1，
000億円に上ると試算しています。
　事業箇所の前面海域は、風光明
媚な海峡となっており、ブランドである

「鳴門わかめ」の養殖場でもあ
ることから、海域環境に配慮す
る必要があり、堤防整備は新た
な前出し・埋立てをせずに、原
位置で改良しました。
　事業の実施にあたっては、津
波高さや土層構成だけでなく、
堤防背後の状況なども勘案し
て、図–1に示す4つの工区に分
けました。
　各工区の特徴を図–5に、また、各
工区の設計津波高さ、堤防の代表
的な整備高さと沈下後の高さを図
–6に示します。 

図-5　各工区の特徴

図-6　各工区の設計津波水位、堤防の代表的な整備高さと沈下後の高さ（T.P.+  m）

表-1　事業の概要

図– ３　整備のイメージ

図-4　整備の効果

※：想定安政南海地震津波とは、1854年12月24日に起こった安政南海地震（M8．4）による津波について、
　撫養港海岸に最も影響が大きくなる位置で発生した場合を想定したものです。 

　既設堤防の背後に民家が密集する
エリア。騒音・振動が少ない施工を行
いました。

　背後で製塩工場が操業中。
船にて、製品の搬出、燃料の石炭
搬入を行うため、堤防の改良にあ
たっては調整を行いました。

　鳴門市のスタンド建替えに伴う、
レース休止期間（2年）の工期制約
がありました。また市民の憩いの場
として、親水空間を創設しました。

　堤防の改良にあたっては、付近で行われ
る港湾荷役作業と調整を行いました。また
石油タンクが立地するエリアでは、タンクへ
の変位に細心の注意を払いました。
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3．事業の特徴的な事項

　本事業における特徴的な事項をい
くつかご紹介します。
◆地盤改良工法
　地盤改良は、堤防のすぐ背後に住
宅があり騒音や振動を控える必要が
ある工区、常時稼働させている工場
施設等への振動の影響を許容できな
い工区、隣接する石油タンクや倉庫へ
の影響を抑える必要がある工区など
があるため、低騒音、低振動の施工を
基本としました。
　設計にあたっては、護岸前面の海
底斜面の法尻部を地盤改良する海
上からの静的締固め砂杭工法を基
本にしながらも、海上交通や施工エ
リアなどの周辺状況、関係者との調
整状況、施工スケジュールを勘案し、
仮設桟台の設置、また、陸上からの
砂圧入式静的締固め工法の採用と
いった、それぞれの施工場所の制約
条件に合わせた合理的な工法を選
択しました。
　なお、砂圧入式静的締固め工法
は、本事業での活用事例で地盤工学
会技術開発賞を受賞しています。

◆鳴門市との連携
　本事業においては、鳴門市が鳴門
競艇場を休止して行うスタンド建替え
事業と連携して、堤防を整備しました。
　平成26年度～27年度の2年間とい
う限られた休止期間の中で、鳴門市
が行う旧スタンドの撤去～新スタンド
の建設、国が行う堤防の整備、スタンド
と堤防双方に必要な地盤改良といっ
た、複雑な工程と作業エリアを綿密に
調整することで、計画どおり平成27年
度末に堤防の整備を完了し、4月に新
しい鳴門競艇場がオープンしました。
　鳴門市との連携によって、国はよりよ
い防護ラインを設定することができ、ス
タンド撤去後の広いヤードで効率的な
地盤改良が実施でき、さらに鳴門市が
にぎわい空間を創出するべく計画した
緑地と一体的に機能する施設として
整備することで、より地域に親しまれる
海岸保全施設の整備とすることができ
ました。

◆フラップゲート式陸閘
　本事業では、扉体面積が10㎡以上
の大型陸閘は、電動化又は自動化しま
した。
　このうち自動化として、普段は地面
に伏して車両の通行を妨げず、津波
や高潮によって扉体に作用する浮力
を利用して扉体を起立させるフラップ
ゲート式陸閘を採用、実用化しました。
　設計にあたっては、検討委員会を
組織し、また、水理模型実験による確
認を行いました。さらに、施工管理の一
環として、現地に設置した実物を用い
た起動実験によって、浮力による起立
性能も確認しました。
　陸閘の基礎構造は、扉体が確実に
起動するよう杭基礎を採用し、また、必
要な維持管理の手法も検討しました。
これらの成果を基に、「港湾・海岸にお
けるフラップゲート式陸閘技術マニュ
アル」（平成28年6月）が作成されてい
ます。

To p i c sTo p i c s

図-7　静的締固め砂杭工法※1

図-9　施工中の競艇場区間 図-11　通常時のフラップゲート式陸閘

図-8　砂圧入式静的締固め工法※2
※1：無振動で地中に強制的に砂杭を造成して地盤を締固める工法。
※2：流動化した砂を地中に圧入することにより、周囲の地盤を締固める工法。

図-10　完成した競艇場区間 図-12　起動実験中のフラップゲート式
　　　　陸閘
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4．終わりに

　平成29年12月17日、国会議員の
皆様、徳島県及び鳴門市、地元住民
の皆様及び工事等の関係者約160
名の出席を得て、完成式典を、鳴門市

「BOAT RACE鳴門」のイベントホー
ルで執り行いました。
　地元の皆様からの事業完成を喜ぶ
声をいただき、海岸保全施設（目録）を
四国地方整備局から海岸管理者とな
る徳島県に引渡しました。
　記念セレモニーでは、鳴門市阿波
踊振興協会の「鳴門市連」による阿
波踊りでのお祝いがあり、しなやかな
女踊りと豪快な男踊りで完成式典に花
を添えていただきました。
　最後はボートレース鳴門のマスコット

「なるちゃん」・テレビ鳴門のマスコット

「ムヤくん」も加わって、式典を締めくく
り、約12年にわたった事業は完了しま
した。

　末筆ではありますが、事業に携わら
れたすべての皆様に感謝しつつ、本
事業の紹介とさせていただきます。

図-14　各工区の整備前後の状況

図-13　完成式典の様子

地元小学生を交えたテープカット

「鳴門市連」による阿波踊り
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全国海岸リレー紹介
北海道

東北

地域住民の安心・安全を守る根室港海岸事業

●はじめに
　根室港は、本土最東端に位置し、細長く
突き出た半島状の地形で、北はオホーツク
海、南に太平洋を臨み、先端の納沙布岬と
海を隔てて、歯舞群島・色丹島、北東には
国後島・択捉島などの北方領土が連なって
います。
　根室市は千島海溝型地域に位置するこ
とから、過去から大規模な地震が多発して
おり、防災意識が非常に高い地域でもあり
ます。

●災害対策等緊急事業について
　近年、大型低気圧などの度重なる来襲
による高潮や豪雨により、
根室港や市街地への大
規模冠水被害が発生し、
市民から早急な対策を望
む声があがりました。
　これを受け、当市では
北海道開発局と共同し、
被害を軽減させるための
港湾・海岸施設に係る対
策検討を目的として、平成

27年10月に根室港高潮対策検討チームを
立ち上げて、計画策定・構造検討を進めて
きました。
　施設の早期着工・完成の観点から災害
対策等緊急事業推進費を活用して平成29
年2月から工事に着手し、防潮堤393ｍの整
備を行ってきましたが、完成間近の10月23
日、台風21号の接近により市街地での高潮
被害が想定されたことから、急遽、防潮堤を
稼働させることとなりました。
　満潮時の16時頃には海面が岸壁を乗り
越えて防潮堤まで到達し、地面から約30ｃｍ
まで上昇しましたが、浸水被害が発生する
こともなくその効果を確認し、防潮堤は10月

末に無事完成を迎えることができました。

●終わりに
　根室市としましては、今後とも地域防災に
高い意識を持ちつつ、地域住民の安心・安
全な生活環境の確保に努めて参ります。

1．酒田港の紹介
酒田港は、最上川の河口に発展した港

で、山形県唯一の重要港湾となっており
ます。酒田港を有する酒田市は、江戸時
代に北前船の西廻り航路の起点として、
湊町、商人の町として栄えました。近年
は、コンテナ取扱貨物量が3年連続で過
去最高を更新したことなどを要因とし
て、2016年に最も元気のある港として
「ポート･オブ･ザ･イヤー 2016」を受賞し
ました。また、クルーズ船の寄港回数も
年々増加し、2017年には「コスタ　ネオ
ロマンチカ」が外国船籍としては初めて
寄港しています。

2．「酒田ビッグビーチフェスタ」の開催
9月3日（日）に酒田港大浜海岸を会場に、

大浜海岸ビーチイベント「酒田ビッグビー
チフェスタ2017」が開催されました。
今回の取組は、公益財団法人日本財団

が実施する「海と日本プロジェクト2017サ
ポートプログラム」助成事業である「『西の
堺　東の酒田』湊町復活（リバイバル）事業」
のイベントの1つとして、国、山形県、酒田
市、関係団体で組織する「『海の日』記念事
業実行委員会」が企画し、実施されました。
当日はビーチバレーボール大会の他、は
だしになって汗をかき家族愛を深めること
を目的とした家族対抗はだし運動会、シー
カヤックの乗船体験などが行われ、家族

や友人とビーチでの遊びを満喫しました。
また酒田港風力発電事業者協議会主催で、
風力発電所見学会やペットボトル風車工
作体験が行われ、風車の仕組みを学びま
した。
フェスタ終了後には、大浜海岸でイベン

トをできることに感謝しながら、「使う前よ
り美しく」を合言葉に会場内の清掃活動を
行い、海岸を大切にする心を育みました。

3．終わりに
今年度で2回目の開催となりましたが、
新たな取組も多く行われ、参加したみなさ
んが砂浜の楽しみ方を知るきっかけとなる
一日となりました。

「酒田ビッグビーチフェスタ2017」
大浜海岸で開催

酒田市　商工観光部商工港湾課

根室市水産経済部港湾課

港政総務主査　鎌田　鉄平

位置図

防潮堤の全景

　ビーチ雪合戦 ビーチバレーボール大会 ビーチフラッグス ビーチフェスタ終了後の集合写真

10月23日台風接近時の状況
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北陸

関東
東京港の海岸事業について

●はじめに
東京港沿岸部にはいわゆるゼロメート
ル地帯を含む低地帯が広がっており、津
波や高潮から都民の生命や財産、首都と
しての中枢機能を守るうえで、防潮堤や水
門などの海岸保全施設が重要な役割を
果たしています。
東京港においては、これまで、伊勢湾
台風級の台風に備えた高潮対策を進め、

外郭防潮堤については概成しています。
これに加え、東日本大震災を踏まえ、平
成24年12月に「東京港海岸保全施設整
備計画」を策定し、想定される最大級の
地震に伴う津波による浸水を防ぐよう、地
震・津波対策を行っています。
計画概要は、平成33年度末までを計画

期間とし、防潮堤や水門、排水機場の耐
震対策等を行うものです。このうち、特
に、東京の沿岸部の第一線を守る防潮
堤・水門は、2020年までに完成させるよ
う、取り組んでおります。

●台風第21号への対応について
東京港では、台風の接近時刻が、満潮

時刻と重なると予想されたことから、万全
の態勢を確保し、対応を図りました。
具体的には、潮位の上昇に応じて、水

門全19箇所や陸こう全35箇所の閉鎖を行
いました。
このような対応により、A.P.+3.0ｍの最高

潮位を観測するなど、低地部においては浸
水の恐れがありましたが、高潮からの被害
を未然に防止することができました。

●運河ルネサンスについて
都では、魅力ある水辺都市の実現に向

け、地域主体の取組みを支援する「運河
ルネサンス」事業を実施しています。
これまで5つの推進地区を指定してお

り、民間が主体と
なって観光桟橋
や水上レストラン
の設置を行い、水
辺の魅力と賑わい
を創出するイベン
ト等を開催してい
ます。

福井県 土木部 港湾空港課 整備・振興Ｇ 主事

村中 亮太
敦賀港海岸の海岸環境整備事業
～赤崎海水浴場オープン～

1．はじめに
福井県敦賀市にある敦賀港海岸赤崎地区

は、北陸自動車道敦賀ICや国道8号から近く、
中京・関西方面からの海水浴客で賑わってい
ました。しかし、海岸侵食による海浜幅の
減少や利便施設等の不足により海水浴場と
しての魅力低下が問題となっていました。

2．海岸環境整備事業について
これらの問題を解決するため、福井県で

は、昭和61年度から海岸環境整備事業によ
る離岸堤等の整備や人工海浜の造成、駐車
場・サニタリー棟等の背後地整備を行ってき
ました。赤崎地区にある3つの海水浴場のう
ち、平成7年度に鞠山海水浴場、平成15年
度に田結海水浴場がオープンしており、平
成16年度から残りの赤崎海水浴場の整備を
行ってきました。

3．赤崎海水浴場オープン
赤崎海水浴場は、約210台分

の駐車場や20区画分のオート
キャンプ場を兼ね備えた複合
的なレジャー海水浴場として、
平成29年7月15日にはれてオー
プンしました。
海水浴場には、トイレや更衣

室、シャワーを備えたサニタリー
棟もあり、海水浴客の利便性の
向上が図られています。海浜部
においては、多くの人が海水浴
を楽しめるだけの十分な砂幅、
この地区特有の遠浅の海浜地形
もあって、家族連れのお客さん
も安心して楽しめる海水浴場と
なっています。
また、赤崎海水浴場がある敦賀市には、

日本三大松原である「気比の松原」や、北陸
の総鎮守と称される「気比神宮」、戦時中、
ユダヤ人難民にビザを発給した杉原千畝を
紹介する「人道の港敦賀ムゼウム」、国内最
大級の鉄道パノラマを有する「敦賀赤レンガ
倉庫」など、魅力ある観光地が近くに多くあ
り、海水浴とセットで楽しむことができます。

4．おわりに
平成34年度末に北陸新幹線の敦賀・金沢

間開業が予定されており、中京・関西方面の
みならず、関東方面からのアクセスも向上
し、これまで以上に賑わいのある海水浴場
となることが期待されています。より多く
の人にこの魅力ある赤崎海水浴場を満喫し
ていただきたいので、夏の旅行にあわせて
ぜひ一度お越しください。

東京都港湾局港湾整備部計画課

原　一浩

東京港海岸保全施設整備計画図 陸こう閉鎖状況（台風第22号襲来時　港区） 運河ルネサンス

赤崎地区（Ｈ22）

海浜赤崎海水浴場（Ｈ29）

オートキャンプ場駐車場・サニタリー棟

鞠山　　田結　　赤崎　　
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●はじめに
三重県の伊勢志摩国立公園内に位置す

る志摩市は、真珠養殖で有名な英虞湾を
有し、リアス式海岸を見下ろす横山展望
台は「旅好きが選ぶ！日本の展望スポッ
ト」で全国10位になるなど、国立公園内の
奥志摩観光の名所となっています。また、
2016年5月26日・27日には主要国首脳会議
（伊勢志摩サミット）が開催され世界中か
ら注目を集めることとなりました。
浜島港はリアス式海岸の天然の良港で

あり、代表施設となる「海ほおずき」は地
域間交流の場だけではなく、各種イベン

ト等を通じて情報発信をし、隣接する耐
震強化岸壁は災害時の物資支援拠点とし
ての活用が期待されます。湾奥にある賢
島港は伊勢志摩リゾートの中核に位置づ
けられ、志摩周遊・英虞湾一周観光船が
行き交い、浜島港とは定期船で結ばれて
おり、2港一体で英虞湾全体の魅力向上・
活性化を推進していきます。

●みなとオアシス志摩
平成29年6月2日に浜島港・賢島港の2港

を併せ「みなとオアシス志摩」として、全
国で96箇所目となる「みなとオアシス」に

登録されました。
当日は、浜島港近くの浜島海浜公園で

開催されました「いせえび祭」の式典の流
れの中で登録証交付式が執り行われまし
た。いせえび祭には毎年3万に近い来場
者が来ており、賑わいの中で「みなとオ
アシス」を市民・観光客等の大勢の方々に
知っていただけたと感じています。
サミット開催地としての知名度を活か

し、訪日外国人を含む幅広い観光客の
取り込みを進めています。日本の原風景
といわれた志摩市へ是非、お越しくだ
さい。

1．はじめに
　宮津港は、日本三景『天橋立』を擁する海岸
であり、京都府北部の観光拠点として、多くの
人 に々親しまれています。阿蘇海は、天橋立によ
り宮津湾と隔てられた閉鎖性水域であり、近年、
富栄養化によるヘドロの堆積や水質汚濁、魚介
類の生息環境悪化、藻類の大量発生に起因す
る悪臭、カキの異常繁殖により、カキ殻が大量堆
積し海面上にかき殻が現れることによる景観悪
化など、多くの問題が顕在化しています。また、後
を絶たない不法投棄による漂着ごみの問題も深
刻となっています。

2．海域環境創造事業について
　こうした状況を改善するため、京都府では平
成5年度から海域環境創造事業（阿蘇海シーブ
ルー事業）により覆砂工を行っているところです。

本事業により多くの人が訪れる海岸線沿いの浅
い海底を清浄な砂で覆う（覆砂）ことで、親水性
の高い快適な海浜空間を創出し景勝地としての
景観の創造を図るとともに、海底に堆積したヘド
ロ層を覆うことにより海中への汚濁物質の溶出を
低減し、貝類をはじめとする底生生物の生息環
境を改善することができます。

3．地域やボランティア団体との協働に
　 よる取組
　一方で、阿蘇海の沿岸や阿蘇海に流入する河
川流域に目を向けると、生活雑排水の増加、化学
肥料の普及、林業衰退による森林の荒廃など、
人々の生活様式が変化したことにより、河川など
から流入する汚濁負荷量が増大しています。阿
蘇海環境改善には、沿岸だけでなく流入する河
川流域も含めた取組が必要です。そこで、地域住

民の皆さんや関係団体
および行政が連携を強

化し総合的な取組を進めていくため、平成19年5
月に「阿蘇海環境づくり協働会議」を設置し、地
域一体となった取組を開始しました。さらに、平成
27年3月には、阿蘇海流域の将来のあるべき姿
や目標、取り組みの基本方針等を示した「阿蘇
海流域ビジョン」を策定しました。また、このような
取組に共鳴した学生を中心としたボランティア団
体から参画申し入れがあり、地域住民・関係団体・
ボランティア団体が連携して漂着ゴミ除去やアオ
サ回収、カキ殻撤去、上流の野田川清掃等さまざ
まな活動を行うなど、協働の輪が広がっています。

4．終わりに
　海域環境創造事業（シーブルー事業）は平成
30年度に完了することになっておりますが、その
効果は数値等明確には現れておらず、現実的に
も阿蘇海の環境改善はまだまだ途上と思われま
す。今後とも継続して地元と一体となった活動が
必須と考えております。

京都府宮津港
～阿蘇海海域環境改善に係る地元と一体となった取組について～

近畿

中部

京都府港湾局港湾施設課　建設担当

志摩市建設部建設整備課

係長　大山　剛
浜島港・賢島港が「みなとオアシス志摩」として
登録されました。

阿蘇海位置図 シーブルー事業イメージ図 地元住民による海岸清掃（漂着ゴミ除去活動）大学生ボランティアによる
カキ殻除去

賢島全景 登録証交付式 賢島港 代表施設 「海ほおずき」
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●はじめに
愛媛県愛南町は、県の最南端に位置して

おり、自然環境に恵まれた地域です。特に西
側は美しい宇和海に面し、その恵みを受け、
水産業や観光がとても盛んな町ですが、近い
将来、南海トラフを震源とする巨大地震の発
生が予測されており、この愛南町も津波によ
る大きな被害を受ける恐れがあります。
県では、背後に市街地を有する御

みしょう

荘地
ち く

区
の3海岸（御

みしょうこう

荘港、長
ながさき

崎、成
なるばえ

碆）を対象として、
海岸工学や自然環境の専門家や地域の漁
業・防災関係者で構成する「愛南町御荘地区
沿岸津波対策検討委員会」を平成27年11月
に立ち上げ、地域が必要とする堤防等の整備
方針についての議論を進めています。

●段階的整備を基本とした整備方針に
　ついて
Ｌ1津波を完全防護するためには、地盤か
ら高さ5ｍ程度の堤防を建設する必要があ
り、堤防の巨大化に伴い、日常生活や景観・自
然環境への影響や整備期間の長期化が懸
念されることから、検討委員会では、「段階的
整備」を基本とした整備方針が提案され、
「第1期整備」では、早期に達成すべき目標を
設定したうえで、地震直後の広域的な地盤沈
下分を補う高さまで先行して堤防を整備するこ
とが示されました。
なお、「第1期整備」では、地震直後の津波
浸水時間を遅らせ避難時間を確保すること
や、堤防を粘り強い構造とすることによって得

られる浸水被害の抑制を目標としています。

●地域の合意形成について
御荘地区の整備延長は約4kmにも及び、

堤防の整備に伴い沿岸部の環境が大きく変
化することから、整備方針については、地域
の合意形成を図ることが必要です。
このため、検討委員会では、地元住民から
の意見を広く集めるため、平成29年11月から
12月にかけて自治会単位での住民説明会、
地元中学校や高校への説明会、関係地域の
全世帯を対象としたアンケート調査などを行っ
ており、今後、寄せられた意見を踏まえて最終
的な整備方針を定めていくこととしています。

愛南町御荘地区沿岸の津波対策について
～「段階的整備」を基本とした整備方針の策定に向けて～

四国

中国

愛媛県南予地方局　愛南土木事務所建設課

1 はじめに
境港は山陰地方のほぼ中央、弓ヶ浜
半島の先端に位置し、境水道を挟んで
北側の島根半島を防波堤として、往古
より日本海交通の要衝として栄えてき
た山陰随一の良港です。
本港の周辺地域には水木しげるロー
ドや隠岐諸島等の観光資源があり、こ
れらと連携した交流拠点として、また
市民の憩いの場としても役割を果たし
ています。

2 勝手ヶ浜（境港市新屋町から麦垣町   
　 にかけ位置する砂浜）について
工業団地埋立造成や公共マリーナ造

成により人工物が多くなった境港市の
中では希少となった自然の砂浜で、法
的には港湾区域内の公共空地という位
置付けですが、地元の方が「勝手気まま
に」清掃活動、マラソン大会、ビーチバ
レー大会などを実施されるようになり、
いつの頃からか「勝手ヶ浜」と呼ばれる
ようになったものです。

3 ビーチバレー大会について
平成29年度は4月中旬から11月中旬ま

で18面のビーチバレーコートと観覧用
スタンドが常設され、第30回Sun-inビー
チバレー大会、第22回さかいみなとビー
チバレー大会など、10を超えるビーチ

バレー関連のイベントが開催されたこ
とにより、ビーチバレーの華やかな雰
囲気もあって、県外の方も多く訪れる
憩の場となっています。

4 おわりに
地元の方は昔からの「白砂青松」に思

い入れが強く、愛着を持って活動され
てきた結果が、県外の方も多く訪れる
交流拠点としての活用に繋がったもの
と感じさせられました。
今後とも、観光資源と連携した交流

拠点としても良好な海岸の維持管理に
努めてまいりますので、是非一度境港
へお越しください。

境港市における海岸の交流拠点としての
役割について

境港管理組合　総務課港営係

御荘地区沿岸（御荘港､長崎､成碆） 第1期整備のイメージ 津波対策検討委員会の様子
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●はじめに
北九州港は九州の最北端に位置し、三方を

響灘、関門海峡、周防灘と異なる海に囲まれ、日
本海と瀬戸内海・太平洋、九州と本州との結節
点にあることから、古くから海・陸交通の要衝と
して栄えてきました。
昭和38年に北九州地域の五市合併による

「北九州市」の誕生を契機に、翌年、「門司港」、
「小倉港」、「洞海港」の3港が合併して「北九州
港」が誕生し、現在では北部九州の重要な物流
拠点として大きな役割を担っています。
その本港の海岸事業では、これまでに関門海

峡の景観や往来する多種多様な船舶を眺望で

きる遊歩道・緑地など、海岸の保全と併せて海を
身近に感じることができる親水空間の整備を進
めてきました。一方で、台風等により度々 発生する
高潮被害に対応するため、各所で高潮対策事
業を実施しています。その中で、現在整備を進め
ている新門司北地区の高潮対策事業について
ご紹介いたします。

●新門司北地区の高潮対策事業
新門司北地区は、関東・関西方面への長距離

フェリーが就航する西日本最大級のフェリー基地
があり、また高速道路に近くアクセスが良いことか
ら、完成自動車の物流センターなど約90社以上の

物流関係企業が
立地する、本市
の重要な物流拠
点です。
その当地区は

平成11年9月、北部九州を通過した台風18号の
影響で大規模な高潮が発生し、護岸の倒壊や
越波により護岸背後に立地する企業が多大な
浸水被害を受けました。そこで、立地企業の安
全で安定的な経済活動を早期に確保するため、
平成18年度より高潮対策事業に着手しました。
越波対策として、既設護岸前面に波消ブロック
を設置するとともに天端高の嵩上げを行い、さ
らに護岸背後に築堤（緩衝緑地）を整備し、2
段階の対策を講じて防護機能の強化を図って
います。平成25年度に東護岸（L=1,790ｍ）が
完成し、現在、北護岸の整備を進めているとこ
ろです。

●おわりに
市民生活や企業活動の安全確保のため、一

日でも早い完成を目指し、着実に整備促進を図
れるよう引き続き取り組んで参ります。

九州
北九州港（新門司北地区）の
高潮対策事業について

新門司北地区（整備箇所）位置図（新門司北地区）

沖縄
那覇港における活気あふれる
みなとまちづくり

那覇港管理組合 企画建設部 クルーズ推進課

金城　望

①「みなとオアシスなは」について
「みなとオアシスなは」は、那覇クルーズターミ
ナルを中心に那覇港に関連する9つの施設で構
成されており、那覇港管理組合では、地域住
民と観光客の交流と連結により活気あふれるみ
なとまちづくりを目的として、平成27年3月27日に
登録を行いました。

②「那覇クルーズターミナルの賑わいづくり」
那覇港管理組合では、那覇クルーズターミナ

ルにおいて、那覇港を含むウォーターフロントエ
リアの賑わいづくりを目的として、ターミナル3階
デッキフロアを利用したイベントの実施を検討し
ております。
ビアガーデン等のお酒を楽しむイベントなど、

クルーズ船乗客乗員と地域住民が交流できるイ
ベントの実施に向けて、現在、関係者と調整中
ですが、日程などが決まりましたら、那覇港管
理組合のホームページでお知らせいたします。
このイベントで多くの方が那覇クルーズターミ

ナルを訪れていただき、みなとに親しんでいただ
ければと考えております。

③「那覇港へのクルーズ船初寄港セレモニー」
　について
那覇港では、2017年に224隻のクルーズ船

が寄港し、2014年の80隻に比して2.8倍となっ
ております。

その中には初寄港のクルーズ船が7隻あり、
那覇港ではこれを記念し、歓迎の気持ちを込
めて那覇クルーズ促進連絡協議会が主催する
セレモニーを開催します。
平成29年8月16日（水）7:30、那覇港にノル

ウェージャン・ジョイが初寄港した際には、沖縄
側は琉球漆器や琉球ガラスの楯等、ノルウェー
ジャン・ジョイの船長は記念の楯を互いに交換し
ました。

④「活気あふれるみなとまちづくり」について
那覇港は、万国津梁の鐘の鐘銘にも詠われ

ているように、琉球王国時代には国内外から
様 な々人・物・文化が流入し、交流の場として賑
わうみなとまちとして発展しました。私たちも先
人にならい、
那覇港を人
流・物流の
拠点とした
「活気あふ
れるみなとま
ち」を目指し
たいと考え
ております。

北九州市 港湾空港局 計画課

波の上うみそら公園

那覇ふ頭船客待合所

とまり緑地

三重城小船溜

若狭海浜公園

泊いゆまち

波の上ビーチ

とまりん

那覇クルーズターミナル

ノルウェージャン・ジョイ船内に
おける初寄港式典の様子

イベント実施予定の
3階デッキフロアの様子

クルーズ船が泊8号岸壁へ
寄港した様子

整備状況（東護岸） 新門司北地区の被災状況
（H11.9月 台風18号）
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東北／酒田港
→p.26

関東／東京港
→p.27

北陸／敦賀港
→p.27

中部／浜島港・賢島港
→p.28

近畿／宮津港
→p.28

中国／境港
→p.29

沖縄／那覇港
→p.30

九州／北九州港
（新門司北地区）

→p.30

四国／愛南町御荘地区沿岸
（御荘港・長崎・成碆）

→p.29

北海道／根室港
→p.26
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データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災データで見る海岸・防災
①東日本大震災で被災した港湾・海岸の復旧状況 
○東日本大震災では八戸港から鹿島港など26港［※1］が被災しました。その被災報告額は約4,138億円に及んでいます。
○各港に設置された協議会において策定された「産業・物流復興プラン」に基づき、復旧工程計画に定められた（復旧に期間を
要する防波堤等を除く）全ての港湾施設について本格復旧を目指します。また、復旧に期間を要する港湾防波堤、海岸保全
施設については、工程管理等適切に実施し早期の完了を目指します。

1（a）港湾の復旧状況（暫定利用可能岸壁数）（平成29年12月末現在）
八戸港以南の水深4.5m以深の公共岸壁（公社含む）が対象。

※1　上記17港の他、御崎港、雄勝港、金華山港、表浜港、荻浜港、翁島港、川尻港、河原子港、土浦港にて被災し、計26港が被災。
※2　�港長（海上保安部）、港湾管理者、地方整備局（東北、関東）の確認により暫定利用が可能と判断された施設。�

施設の大部分で復旧工事が必要であり、利用にあたっては、吃水制限や上載荷重制限がかかっている施設もある。�
②暫定利用可能バース数には、③本復旧済みバース数も含む。

※3　査定を受けて採択された災害復旧事業が完了したバース数（被害のない施設も含む）。
※4　着手済みは工事契約済みの施設。

港名 港格 ①震災前
　  バース数

②暫定利用
   可能バース数

※ 2
（②／①）

③本復旧済み
バース数

※ 3
（③／①）

④本復旧工事
     着手済みバース数

※ 4
（④／①）

1 八 戸 港 重要 44 44 100% 44 100% 44 100%

2 久 慈 港 重要 24 24 100% 24 100% 24 100%

3 宮 古 港 重要 26 26 100% 26 100% 26 100%

4 釜 石 港 重要 7 7 100% 7 100% 7 100%

5 大 船 渡 港 重要 10 10 100% 10 100% 10 100%

6

仙 台 塩 釜 港
（ 石 巻 港 区 ） 国際拠点 31 31 100% 27 87% 27 87%

仙 台 塩 釜 港
（ 塩 釜 港 区 ） 国際拠点 20 20 100% 18 90% 18 90%

仙 台 塩 釜 港
（ 仙 台 港 区 ） 国際拠点 22 22 100% 22 100% 22 100%

7 相 馬 港 重要 13 13 100% 13 100% 13 100%

8 小 名 浜 港 重要 72 72 100% 72 100% 72 100%

9

茨 城 港
（ 日 立 港 区 ） 重要 18 18 100% 18 100% 18 100%

茨 城 港
（常陸那珂港区） 重要 25 25 100% 25 100% 25 100%

茨 城 港
（ 大 洗 港 区 ） 重要 13 13 100% 13 100% 13 100%

10 鹿 島 港 重要 18 18 100% 18 100% 18 100%

小計（国際拠点港湾・重要港湾） 343 343 100% 337 98% 337 98%

1 八 木 港 地方 4 4 100% 4 100% 4 100%

2 小 本 港 地方 1 1 100% 1 100% 1 100%

3 気 仙 沼 港 地方 6 6 100% 5 83% 6 100%

4 女 川 港 地方 4 4 100% 4 100% 4 100%

5 久 之 浜 港 地方 1 1 100% 1 100% 1 100%

6 江 名 港 地方 7 7 100% 7 100% 7 100%

7 中 之 作 港 地方 7 7 100% 7 100% 7 100%

小計（地方港湾） 30 30 100% 29 97% 30 100%

合計 373 373 100% 366 98% 367 98%
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（b）港湾海岸の復旧状況（平成29年9月末現在）
港湾海岸の復旧状況

（参考2）海岸の復旧状況の推移（被災6県計）
地区海岸数 被災地区海岸数（注）

うち本復旧
工事着工済 （着工率） うち本復旧

工事完了 （完了率）

平成 27.3 末時点 983 501 397 （79%） 105 （21%）

平成 28.3 末時点 983 501 440 （88%） 148 （30％）

平成 29.3 末時点 983 500 460 （92%） 211 （42%）

平成 29.9 末時点 983 500 463 （93%） 223 （45%）

（注）福島県の帰還困難区域は含まれていない
　　平成26年9月末より、復旧を行わないとした3地区海岸を除外
　　参考1及び2について、平成29年3月末より、復旧を行わないとした1地区海岸を除外� � �

地区海岸数 被災地区海岸数（注）

うち本復旧
工事着工済 （着工率） うち本復旧

工事完了 （完了率）

被 災 ６ 県 計 113 59 55 （93%） 22 （37%）

青 森 県 34 1 1 （100%） 1 （100%）

岩 手 県 14 13 12 （92%） 5 （38%）

宮 城 県 35 32 29 （91%） 4 （13%）

福 島 県 11 8 8 （100%） 7 （88%）

茨 城 県 7 3 3 （100%） 3 （100%）

千 葉 県 12 2 2 （100%） 2 （100%）

（参考1）海岸全体の復旧状況（農林水産省及び水産庁所管海岸を含む）
地区海岸数 被災地区海岸数（注）

うち本復旧
工事着工済 （着工率） うち本復旧

工事完了 （完了率）

被 災 ６ 県 計 983 500 463 （93%） 223 （45%）

青 森 県 275 7 7 （100%） 7 （100%）

岩 手 県 120 108 107 （99%） 43 （40%）

宮 城 県 286 264 228 （86%） 90 （34%）

福 島 県 109 85 85 （100%） 47 （55%）

茨 城 県 82 26 26 （100%） 26 （100%）

千 葉 県 111 10 10 （100%） 10 （100%）
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②「港湾の事業継続計画」を踏まえた防災訓練の実施状況一覧 （平成29年12月末現在）

港名 協議会等名称 設立時期 策定時期 訓練実施状況 実施時期 備　考
室 蘭 港 室蘭港港湾 BCP 協議会 H27.11.25 H28.3.31 - H30.1.23 実施予定
苫 小 牧 港 苫小牧港港湾 BCP 協議会 H26.7.1 H27.3 ○ H28.10.12 H30.2月頃実施予定
石狩湾新港 石狩湾新港港湾 BCP 協議会 H28.10.4 H29.3.7 -
稚 内 港 稚内港港湾 BCP 協議会 H28.6.27 H29.3.3 ○ H29.10.3
函 館 港 函館港港湾事業継続連絡協議会 H28.7.1 H29.2.8 - H30.3月頃実施予定
小 樽 港 小樽港港湾 BCP 協議会 H28.11.4 H29.3.30 - H30.2月頃実施予定
釧 路 港 釧路港港湾 BCP 協議会 H24.11.28 H26.3.31 ○ H28.1.8 H30.1月頃実施予定
留 萌 港 留萌港港湾 BCP 協議会 H27.8.25 H28.12.27 -
十 勝 港 十勝港港湾 BCP 策定協議会 H28.6.30 H28.9.20 ○ H29.11.14
紋 別 港 紋別港港湾 BCP 協議会 H28.5.27 H29.3.28 ○ H29.10.5
網 走 港 網走港港湾 BCP 協議会 H28.12.16 H29.3.24 -
根 室 港 根室港港湾 BCP 協議会 H29.3.23 H29.3.29 - H30.3月頃実施予定
八 戸 港 八戸港港湾機能継続協議会 H25.6.14 H25.3 ○ H29.11.5
青 森 港 青森港港湾機能継続協議会 H25.7.29 H26.3 ○ H29.12.20
むつ小川原港 むつ小川原港港湾機能継続協議会 H27.9.4 H28.3.2 ○ H28.12.21 H30.2.6 実施予定
宮 古 港 宮古港港湾機能継続協議会 H27.2.24 H27.6.30 - H30.3月頃実施予定
大 船 渡 港 大船渡港港湾機能継続協議会 H27.2.26 H27.6.30 - H30.3月頃実施予定
久 慈 港 久慈港港湾機能継続協議会 H27.2.23 H27.6.30 - H30.3月頃実施予定
釜 石 港 釜石港港湾機能継続協議会 H25.8.2 H27.6.30 ○ H29.2.6
仙台塩釜港 仙台塩釜港港湾機能継続協議会 H25.7.23 H27.3 ○ H27.11.5
秋 田 港 秋田港港湾機能継続協議会 H25.5.29 H26.10 ○ H29.2.17 H30.1.31 実施予定
船 川 港 船川港港湾機能継続協議会 H25.5.29 H26.10 ○ H29.2.17 H30.1.31 実施予定
能 代 港 能代港港湾機能継続協議会 H25.5.29 H26.10 ○ H29.2.17 H30.1.31 実施予定
酒 田 港 酒田港港湾機能継続協議会 H25.5.28 H27.3 ○ H29.11.17
小 名 浜 港 小名浜港港湾機能継続協議会 H25.7.24 H26.11 ○ H29.2.17 H30.3月頃実施予定
相 馬 港 相馬港港湾機能継続協議会 H27.3.3 H28.3.2 - H30.3月頃実施予定
茨 城 港 港湾 BCP による協働体制構築に関する茨城港連絡協議会 H24.7.26 H29.3.31 -
鹿 島 港 港湾 BCP による協働体制構築に関する鹿島港連絡協議会 H24.7.27 H29.3.31 -
千 葉 港 千葉港 BCP 連絡協議会 H24.10.10 H26.6.9 ○ H28.1.20
木 更 津 港 木更津港 BCP 連絡協議会 H25.2.27 H26.6.9 ○ H28.1.20
東 京 港 港湾 BCP による協働体制構築に関する東京港連絡協議会 H24.5.18 H25.3.4 ○ H29.10.31
横 浜 港 港湾 BCP による協働体制構築に関する横浜港連絡協議会 H21.9.8 H27.3.23 ○ H28.3.10
川 崎 港 港湾 BCP による協働体制構築に関する川崎港連絡協議会 H23.2.21 H27.3.24 ○ H28.3.10
横 須 賀 港 港湾 BCP による協働体制構築に関する横須賀港連絡協議会 H24.3.30 H27.3.19 ○ H29.5.19
新 潟 港 新潟港港湾 BCP 協議会 H25.3.15 H26.3.25 ○ H28.7.28
両 津 港 佐渡地域港湾 BCP 協議会 H25.10.25 H26.3.20 -
小 木 港 佐渡地域港湾 BCP 協議会 H25.10.25 H26.3.20 -
直 江 津 港 直江津港港湾 BCP 協議会 H25.11.29 H27.2.27 -
伏 木 富 山 港 伏木富山港災害時における官民連携協議会 H25.2.25 H26.12.19 ○ H28.2.22
七 尾 港 七尾港災害時連携協議会 H25.3.27 H27.3.31 -
金 沢 港 金沢港災害時連携協議会 H24.7.2 H26.3.31 ○ H27.2.19
敦 賀 港 事業継続検討会 H25.3.19 H28.1.18 -
清 水 港 清水港防災対策連絡協議会 H25.7.8 H27.2 ○ H29.6.19
田子の浦港 田子の浦港防災対策連絡協議会 H25.9.24 H26.3 ○ H29.10.18
御 前 崎 港 御前崎港みなと機能継続計画策定協議会 H26.1.23 H26.7 ○ H29.1.17 H30.1.17 予定
名 古 屋 港 名古屋港 BCP 協議会 H27.3.25 H27.6.1 - H30.1.12 予定
衣 浦 港 衣浦港 BCP 協議会 H27.3.20 H27.3.20 ○ H29.10.20
三 河 港 三河港 BCP 協議会 H27.3.20 H27.3.20 ○ H29.11.08
四 日 市 港 四日市港 BCP 協議会 H27.10.8 H27.10.8 ○ H29.6.16
津 松 阪 港 津松阪港港湾機能継続計画協議会 H27.10.8 H27.10.8 - H30.2月頃実施予定
尾 鷲 港 尾鷲港港湾機能継続計画協議会 H28.11.17 H29.3.10 - H30.2月頃実施予定
舞 鶴 港 京都舞鶴港港湾 BCP 協議会 H27.7.9 H29.3.2 ○ H29.9.2
大 阪 港 大阪港 BCP 協議会 H27.3.25 H28.3.18 ○ H29.1.17 H30.1.17 実施予定
堺 泉 北 港 堺泉北港港湾事業継続計画協議会 H27.9.28 H28.3.24 ○ H29.10.27
阪 南 港 阪南港港湾事業継続計画協議会 H27.9.28 H28.3.24 ○ H29.10.27
神 戸 港 神戸港港湾 BCP 協議会 H27.11.5 H28.3.17 ○ H28.11.18
姫 路 港 姫路港港湾 BCP 協議会 H29.2.10 H29.3.23 -
尼崎西宮芦屋港 尼崎西宮芦屋港港湾 BCP 協議会 H27.12.11 H28.2.18 -
東 播 磨 港 東播磨港港湾 BCP 協議会 H28.11.30 H29.3.28 -
和歌山下津港 和歌山下津港港湾機能継続協議会 H27.8.5 H28.3.30 ○ H29.3.21
日 高 港 日高港港湾機能継続協議会 H28.12.1 H29.3.1 -
鳥 取 港 鳥取港 BCP 連絡協議会 H27.5.15 H28.3.15 ○ H29.3.9
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境 港 境港 BCP（事業継続計画）連絡協議会 H27.12.7 H28.3.25 - H30.3.1 実施予定
浜 田 港 浜田港・三隅港 BCP 連絡協議会 H28.2.12 H28.7.25 -
三 隅 港 浜田港・三隅港 BCP 連絡協議会 H28.2.12 H28.7.25 -
西 郷 港 西郷港 BCP 連絡協議会 H28.2.9 H29.3.3 - H30.2.21 実施予定
岡 山 港 岡山港 BCP 協議会 H27.12.24 H29.3.15 -
宇 野 港 宇野港 BCP 協議会 H27.11.19 H29.3.15 - H30.2月頃実施予定
水 島 港 水島港 BCP 協議会 H27.12.22 H29.3.15 -
福 山 港 福山港 BCP 連絡協議会 H28.7.19 H29.3.30 - H30.2.28 実施予定
尾道糸崎港 尾道糸崎港 BCP 連絡協議会 H28.7.28 H29.3.30 - H30.2.22 実施予定
広 島 港 広島港 BCP 連絡協議会 H28.4.25 H29.3.30 - H30.2.1 実施予定
呉 港 呉港 BCP 連絡協議会 H28.3.25 H29.3.31 -
岩 国 港 岩国港事業継続計画協議会 H27.11.11 H29.2.28 ○ H29.6.13
徳山下松港 徳山下松港事業継続計画協議会 H27.12.21 H29.2.21 ○ H29.6.28
三田尻中関港 三田尻中関港事業継続計画協議会 H27.11.26 H29.2.15 ○ H29.6.20
宇 部 港 宇部港・小野田港 BCP 協議会 H27.12.17 H29.2.20 ○ H29.6.30
小 野 田 港 宇部港・小野田港 BCP 協議会 H27.12.17 H29.2.20 ○ H29.6.30
徳島小松島港 大規模災害時における徳島小松島港の機能継続協議会 H27.1.23 H26.3 ○ H29.3.13
橘 港 大規模災害時における橘港の機能継続協議会 H28.3.29 H28.2.19 ○ H29.3.13
坂 出 港 坂出港機能継続連絡協議会 H28.3.22 H29.2 ○ H29.11.17
高 松 港 高松港連絡協議会 H23.9.14 H23.9 ○ H24.3.7
宇 和 島 港 宇和島港機能継続連絡協議会 H28.9.9 H29.1 ○ H29.7.19
松 山 港 松山港機能継続連絡協議会 H26.1.17 H27.3 -
東 予 港 東予港港湾 BCP 協議会 H28.11.11 H29.2 ○ H29.7.19
三島川之江港 三島川之江港港湾 BCP 協議会 H28.11.11 H29.2 ○ H29.7.19
今 治 港 今治港連絡協議会 H28.6.29 H28.9 ○ H29.11.8
新 居 浜 港 新居浜港港湾 BCP 協議会 H28.8.5 H29.3 ○ H29.7.19
高 知 港 高知港機能継続連絡協議会 H25.10.23 H25.2 ○ H27.1.23
須 崎 港 須崎港機能継続連絡協議会 H26.12.24 H26.3 ○ H27.1.30
宿 毛 湾 港 宿毛湾港機能継続連絡協議会 H27.1.9 H27.3 ○ H28.2.4
下 関 港 下関港事業継続推進協議会 H27.12.2 H28.3.10 ○ H29.3.16 H30.3月頃実施予定
北 九 州 港 北九州港事業継続推進連絡会 H27.3.27 H27.3 ○ H29.1.25 H30.1.20 実施予定
博 多 港 博多港事業継続推進協議会 H29.2.16 H29.3.27 -
苅 田 港 苅田港港湾 BCP 策定協議会 H28.8.9 H29.3.16 -
三 池 港 三池港港湾 BCP 策定協議会 H28.8.1 H29.3.15 -
唐 津 港 唐津港港湾 BCP 協議会 H28.12.1 H29.3.16 - H30.3月頃実施予定
伊 万 里 港 伊万里港港湾 BCP 協議会 H28.12.1 H29.3.17 - H30.3月頃実施予定
佐 世 保 港 佐世保港湾事業継続推進協議会 H28.12.26 H29.3.28 -
長 崎 港 長崎港港湾 BCP 協議会 H28.1.29 H29.2.21 ○ H29.7.14
福 江 港 福江港港湾 BCP 協議会 H28.3.18 H29.3.14 - H30.2月頃実施予定
郷 ノ 浦 港 郷ノ浦港港湾 BCP 協議会 H28.7.21 H29.2.1 - H30.2月頃実施予定
厳 原 港 厳原港港湾 BCP 協議会 H28.3.14 H28.11.29 ○ H29.9.1
熊 本 港 熊本港港湾事業継続推進協議会 H29.2.20 H29.3.24 -
三 角 港 三角港港湾事業継続推進協議会 H29.2.27 H29.3.24 -
八 代 港 八代港港湾事業継続推進協議会 H29.2.21 H29.3.24 -
中 津 港 中津港港湾 BCP 連絡協議会 H27.3.11 H27.3 -
別 府 港 別府港港湾 BCP 連絡協議会 H27.8.18 H27.8.18 -
大 分 港 大分港港湾 BCP 連絡協議会 H26.5.22 H26.10 -
津 久 見 港 津久見港港湾 BCP 連絡協議会 H27.2.10 H27.2 -
佐 伯 港 佐伯港港湾 BCP 連絡協議会 H27.1.27 H27.1 -
細 島 港 細島港港湾事業継続推進協議会 H25.1.25 H25.3.26 ○ H28.11.4
宮 崎 港 宮崎港港湾事業継続推進協議会 H25.8.30 H25.11.26 ○ H29.11.3
油 津 港 油津港港湾事業継続推進協議会 H25.11.18 H26.2.14 ○ H29.11.1
鹿 児 島 港 鹿児島港港湾事業継続推進協議会 H28.11.22 H29.2.10 -
志 布 志 港 志布志港港湾事業継続推進協議会 H27.3.11 H27.6.15 ○ H29.11.1
川 内 港 川内港港湾事業継続推進協議会 H28.2.9 H28.3.31 -
名 瀬 港 名瀬港港湾事業継続推進協議会 H28.2.4 H28.3.7 -
西 之 表 港 西之表港港湾事業継続推進協議会 H28.3.3 H28.3.3 -
那 覇 港 那覇港港湾 BCP 協議会 H28.10.28 H28.12.13 ○ H29.7.20
平 良 港 平良港港湾 BCP 協議会 H28.1.29 H28.3.25 ○ H28.11.5
石 垣 港 石垣港港湾 BCP 協議会 H28.10.26 H29.1.31 ○ H29.11.9
運 天 港 運天港港湾 BCP 連絡協議会 H28.12.27 H29.1.31 - H30.3月頃実施予定
金 武 湾 港 金武湾港港湾 BCP 連絡協議会 H28.12.27 H29.1.31 - H30.3月頃実施予定
中 城 湾 港 中城湾港港湾 BCP 連絡協議会 H28.12.27 H29.1.31 - H30.3月頃実施予定
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③ 各地域における東日本大震災以降の想定津波の検討状況（平成 29 年 12 月末現在）

［凡例］　◎：検討結果公表済、○：検討中、 （　）内は公表日または検討開始日、☆：津波防災地域づくり法に基づき設定

地方 地域
L1 津波の検討状況 L2 津波の検討状況

想定津波高
（T.P.）

想定津波高
（T.P.）

北海道 北海道

太 平 洋 側 ◎
（H25.2）

1.3 ～ 12.8 ｍ
※津波のせり上がり高

◎
（H24.6） 1.1 ～ 34.6 ｍ

日 本 海 側 ○
（H27年度～）

○
（H24年度～） ☆

オホーツク海側 ー ー

東 北

青森県

太 平 洋 側
◎

（H25.1 検討済）
（八戸港公表 H25.3）

2.1 ～ 7.0 ｍ
八戸港内のみ公表

◎
（H27.3） ☆ 1.5 ～ 23.5 ｍ

陸 奥 湾 非公表 ◎
（H27.3） ☆ 1.1 ～ 3.7 ｍ

日 本 海 側 非公表 ◎
（H27.3） ☆ 1.6 ～ 22.6 ｍ

秋 田 県 ◎
（H25.9） 3.0 ～ 6.0 ｍ ◎

（H28.3） ☆ 9.8 ～ 14.1 ｍ

山 形 県 ◎
（H27.3） 3.6 ～ 4.5 ｍ ◎

（H28.3） 8.8 ～ 13.3 ｍ

岩 手 県 ◎
（H23.10） 4.8 ～ 13.7 ｍ ◎

（H23.10） 非公表

福 島 県 ◎
（H23.10） 2.4 ～ 8.7 ｍ ○

（H23.7～） ☆ 未公表

宮 城 県 ◎
（H23.9） 1.5 ～ 13.7 ｍ ◎

（H23.9） 2.4 ～ 24.0 ｍ

関 東

茨 城 県 ◎
（H24.8）

3.1 ～ 4.2 ｍ
※各地域海岸の最大水位

◎
（H24.8） ☆ 4.1 ～ 14.8 ｍ

千葉県 東京湾沿岸
千葉東沿岸

◎
（東京湾 H25.3）
（千葉東 H25.5）

2.6 ～ 4.9（東京湾）
1.2 ～ 7.8（千葉東） ○

東京都

東 京 湾 内 ー
◎

（H24.4 元禄型関東地震、
東京湾北部地震）

2.6 ｍ

伊 豆 
小 笠 原 諸 島

◎
（H26.1） 2.5 ～ 6.8 ｍ

◎
（H24.4：元禄型関東地震）
（H25.5：南海トラフ巨大地震・

元禄型関東地震）

7.3 ～ 24.5 ｍ

神 奈 川 県　　 ◎
（H27.1） 1.8 ～ 7.1 ｍ ◎

（H27.3） ☆ 3.5 ～ 24.9 ｍ

北 陸

新 潟 県 ○
（H25.10 ～）

◎
(H29.11.15) ☆ 1.4 ～ 11.0 ｍ

富 山 県 ○
（H29.3） 未公表 ◎

（H29.2） ☆ 2.4 ～ 10.2 ｍ

石 川 県 ○
（H28.8 ～）

◎
（H29.5） ☆ 1.0 ～ 20.0 ｍ

福 井 県 ー ◎
（H24.9） 0.8 ～ 8.7 ｍ

中 部

静 岡 県 ◎
（H27.6.18） 1.0 ～ 15.0 ｍ ◎

（H27.1.30） ☆ 1.0 ～ 33.0 ｍ

愛 知 県 ◎
（H26.11 ～） 2.6 ～ 10.2 ｍ ◎

（H26.11 ～） ☆ 2.2 ～ 20.6 m

三 重 県 ◎
（H26.3 ～） 2.3 ～ 11.7 ｍ ◎

（H27.3） ☆ 4.0 ～ 27.0 m
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［凡例］　◎：検討結果公表済、○：検討中、 （　）内は公表日または検討開始日、☆：津波防災地域づくり法に基づき設定

地方 地域
L1 津波の検討状況 L2 津波の検討状況

想定津波高
（T.P.）

想定津波高
（T.P.）

近 畿

大 阪 府 ◎
（H28.4） 1.6 ～ 4.2 ｍ ◎

（H25.8） ☆ 3.2 ～ 4.9 ｍ

兵 庫 県

◎
（H28.4：大阪湾・播磨）

（H28.3：淡路）
○

（H29.4 ～：但馬）

1.1 ～ 5.8 ｍ

◎
（H25.12：大阪湾・淡路）

（H26.2：播磨）
○

（H27.4 ～：但馬）

2.0 ～ 8.1 ｍ

和 歌 山 県
◎

（H26.10 : 東海・東南海・
南海 3 連動地震）

～ 9.9 ｍ ◎
（H25.3） ☆ ～ 18.3 ｍ

京 都 府 ○
（H28.3）

◎
（H28.3） ☆ 0.6 ～ 10.9 ｍ

中 国

岡 山 県 ◎
（H26.4.15） 1.9 ～ 3.0 ｍ

◎
（H25.3 及び

H25.7）※ 1
☆ 2.3 ～ 3.3 ｍ

広 島 県 ◎
（H26.9） 2.1 ～ 3.1 ｍ ◎

（H25.3） ☆ 3.1 ～ 4.0 ｍ

山口県
瀬 戸 内 海 側 ◎

（H27.11） 1.6 ～ 2.8 m ◎
（H25.12） ☆ 2.4 ～ 3.8 m

日 本 海 側 ◎
（H27.11） 1.4 ～ 2.5 m ◎

（H27.3） ☆ 2.0 ～ 6.0 m

鳥 取 県 ○
（H23.7 ～）

○
（H23.7 ～） 3.2 ～ 7.6 ｍ

島 根 県 ◎
（H29.3.24） 0.9 ～ 5.9 ｍ ○

（H29.3.24） 4.2 ～ 7.9 ｍ

四 国

高 知 県 ◎
（H25.11） 2.7 ～ 19.3 ｍ ◎

（H24.12） ☆ 13.0 ～ 34.0 ｍ

徳 島 県 ◎
（H25.3） 2.0 ～ 13.1 ｍ ◎

（H24.10） ☆ 2.1 ～ 20.9 ｍ

香 川 県 ◎
（H26.3） 2.3 ～ 3.2 ｍ ◎

（H25.3） ☆ 2.8 ～ 3.8 ｍ

愛 媛 県 ◎
（H26.6） 2.4 ～ 5.4 ｍ ◎

（H25.6） ☆ 3.1 ～ 21.3 ｍ

九 州

福 岡 県 検討済
（H29.3） 未公表 ◎

（H28.2） ☆ 1.8 ～ 4.6 ｍ

佐 賀 県 － ◎
（H27.7） ☆ 2.2 ～ 3.5 ｍ

長 崎 県 ○
（H24.4 ～）

◎
（H26.3） ☆ 2.0 ～ 7.0 ｍ

熊 本 県 － ◎
（H25.3） ☆ 2.0 ～ 3.8 ｍ

大 分 県 検討済
（H27.9） 未公表 ◎

（H25.2） ☆ 2.7 ～ 13.5 ｍ

宮 崎 県 ◎
（H25.12） 2.4 ～ 7.8 ｍ ◎

（H25.2） ☆ 8.8 ～ 16.0 ｍ

鹿 児 島 県 検討済
（H27.3） 未公表 ◎

（H26.9） ☆ 2.2 ～ 12.8 ｍ

沖 縄 沖 縄 県 ◎
（H28.3） 1.0 ～ 2.6 m ◎

（H27.3） ☆ 2.8 ～ 34.3 ｍ

　※1：岡山県においては、津波防災地域づくり法に基づいた津波浸水想定を行い、浸水想定図等をH25.3に公表していたが、地域防災計画の見直しを
進めるに当たり、新たに国の被害想定に準じて「津波の越流後に堤防等が破壊される」条件での津波浸水想定を行い、地震・津波被害想定をH25.7
に公表している。
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♪どこかで春が　生まれてる
　どこかで水が　流れ出す
　どこかで雲雀が鳴いている
　どこかで芽の出る　音がする 
　山の三月　そよ風吹いて
　どこかで春が　生まれてる♪

（「どこかで春が」作詞：百田宗治。作曲：
草川 信。大正12年発表の童謡唱歌）

花といえば桜。この季節になれば釣
り人の心もそぞろざわめく。思えば釣
り物も少なく、強風・寒波にやむなく道
具類のメンテ等で過ごした時が脳裏
を廻る。木々の芽吹きに釣りシーズン
到来を感じ、花見カレイ、桜鯛などの形
容に釣り人の待望感が伝わってくる。

投げ釣りのターゲットで人気を二分
するのがキスとカレイ。キスのトップ
シーズンが終わればカレイへと引き継
がれる。

日本列島の沿岸に分布するカレイ、
ヒラメ、ウシノシタの仲間はおよそ
100種と言われ、そのうちよく知られ
るのが20種くらいだろう。カレイは約
100ｍの海底に暮らし、産卵期になる

と湾内の浅い海へと移動する。産卵
期は通常10月～年内いっぱいとされ
る。投げ釣りで大型のカレイが釣れる
のはこのころ。産卵を終えると海底で
エサも食べずじっと体力の回復を待
つ。やがて桜の花の咲くころにエサを

Column

カレイの投げ釣り

私　海岸と
s e a s i d e

愛知県釣りインストラクター連絡機構
顧問　大　田　豊　明

強風でできた波の華（愛知県）

釣り風景（愛知県）

カレイのアップ
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食み体力を回復し、もといた深い海へ
と戻って行く。これがカレイの産卵の
サイクルとされる。

その昔、釣りは隠居の道楽と言わ
れ、暖かい季節のそれも日の出から日
没と決まっていた。昭和30年代に入っ
て、タックルの洋式化、大量生産化、マ
イカーブームの到来とあいまって釣り
が大衆の間に広まった。

しかし、その頃でも冬場はシーズン
オフとされ、寒い時にカレイやアイナ
メを狙う釣り人はいなかった。昭和30
年代末、大阪の釣り人が石川県に出か
け雪の降る中、大きいカレイをボカス
カ釣って一躍話題になった。釣行の足
をもっぱら汽車に頼っていた時代の話

である。

冬場のカレイの投げ釣りを広めた
のは投げ釣り団体・全日本サーフキャ
スティング連盟だろう。創立は昭和39
年で、この年から夏のキス、冬のカレ
イ釣り大会をスタートさせた。以来今
日まで同じ日程、ルールで大会を継続
し、成績を資料として残してきた。手元
に昭和44年からの資料があるので、
これをひもとき釣魚から見た自然環
境の移ろいなどを考察してみたい。

まず大会日程は毎年11月20日前
後とし、ルールは以下のとおり。全国
津々浦々に大会々場を設け、会員は行
きたい会場に事前エントリーする。会

場は北海道から九州までカレイの大
物ポイントが網羅されている。釣り時
間帯は午前4時半～午後2時半まで。
釣ったカレイの1匹長寸で優勝を競う
というもの。例年50㎝を超える大物
カレイが優勝の栄誉に輝く。

別紙に歴代の優勝魚一覧を掲げた
のでご覧いただこう。昭和44年から
平成29年まで49年間の優勝魚の
データである。年によって優勝魚の大
きさに違いはあるが、その74％が50
㎝台である。なかでも60㎝を超える
大物が釣れた年が4年あり、その割合
は8％。一方で大きいカレイの釣れな
かった年も9年（18％）あって、その寸
法は40㎝台にとどまっている。

伊良湖西の浜（愛知県） 瀬戸内海（山口県）

大カレイに笑顔 渥美半島カレイ釣果（愛知県）

東北のカレイ釣果（宮城県）
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優勝魚を輩出したダントツ一位は豊穣
の海瀬戸内海である。瀬戸内での優勝
魚は26年間（53％）もあり、次いで17年

（35％）の北海道・東北地域である。

一覧表を見てお気づき方もおられよう。
平成以降、あれだけ大カレイを生み出した
瀬戸内海の地名はほぼ失せ、多くが北の
海域へと移行している。これは地球温暖化
の海水温の上昇により、生きものたちが北
上し始めた証であろう。紙背から…万物の
悲鳴が聞こえはしないだろうか？

春潮や伊勢のカレイの巣立つころ
豊 明

大カレイ（宮城県）

私　海岸と
s e a s i d e

全日本カレイ投げ釣り選手権大会　歴代優勝魚　一覧
大 会 西 暦 元 号 優勝魚全長 釣 り 場

11 回 1969 昭和 44 45.3 ㎝ 愛媛県磯崎
13 1970 45 52.8 愛媛県北条
15 1971 46 50.3 愛媛県中島
17 1972 47 50.4 愛媛県中島
19 1973 48 53.4 北海道恵山岬
21 1974 49 51.2 石川県小松市
23 1975 50 53.5 山口県周防大島
25 1976 51 51.0 兵庫県林崎
27 1977 52 55.9 広島県大崎上島
29 1978 53 53.2 愛媛県興居島
31 1979 54 48.3 兵庫県舞子
33 1980 55 50.1 山口県沖家室島
35 1981 56 58.8 山口県四代
37 1982 57 52.1 佐賀県唐津市
39 1983 58 56.5 愛媛県興居島
41 1984 59 53.2 徳島県鳴門市
43 1985 60 46.5 山口県周防大島
45 1986 61 50.9 山口県彦島
47 1987 62 45.5 愛媛県興居島
49 1988 63 52.7 山口県周防大島
51 1989 平成 元 年 49.6 大分県姫島
53 1990 2 46.5 石川県能登島
55 1991 3 56.3 北海道熊石
57 1992 4 49.7 石川県能登島
59 1993 5 50.1 山口県下関市
61 1994 6 51.5 宮城県石巻市
63 1995 7 54.6 大分県姫島
65 1996 8 60.8 山口県下松市
67 1997 9 58.2 宮城県石巻市
69 1998 10 63.3 宮城県石巻市
71 1999 11 52.9 宮城県鳴瀬
73 2000 12 58.7 宮城県石巻市
75 2001 13 51.6 福岡県福岡市
77 2002 14 62.2 宮城県石巻市
79 2003 15 48.7 愛媛県菊間町
81 2004 16 52.5 宮城県野瀬町
83 2005 17 48.0 宮城遠仙台市
85 2006 18 56.5 愛媛県松山市
87 2007 19 51.6 兵庫県淡路島
89 2008 20 51.3 宮城県石巻市
91 2009 21 50.7 宮城県石巻市
93 2010 22 56.7 宮城県東松島市
95 2011 23 55.8 北海道函館市
97 2012 24 50.8 兵庫県淡路島
99 2013 25 51.0 山口県防府市

101 2014 26 63.3 北海道室蘭市
103 2015 27 55.2 北海道室蘭市
105 2016 28 57.2 福島県いわき市
107 2017 29 55.0 宮城県石巻市

マコカレイの顔

備　考
☆大会開催日は毎年 11 月 20 日前後
☆「釣り場」の太字斜字は北海道・東北地方を表す
☆大会の回数はカレイ大会を奇数、キス大会を偶数としている。
　例えば、カレイ大会→ 11 回 キス大会→ 12 回　翌年のカレイ大会が 13 回　キス大会が 14 回というぐあい。



今月号では、毎年恒例のフォトコンテストの入選作品を掲載しました。

どの作品も港や海岸の風景が切り取られ、それぞれの美しさや魅力が

伝わってきます。周りを海に囲まれ、たくさんの港や海岸を有する日本

だからこそ、様々な風景を見ることができるのではないかと思います。

私も、まだ見たことのない港や海岸を見に出かけたくなりました。

　　

さて、この冬はラニーニャ現象の影響により厳しい寒さとなる日も

多く、朝に布団から出ることが億劫な方も多かったのではないでしょ

うか。冬は寒いものと頭では理解しておりますが、体が拒否反応を示し

てしまいます。地球温暖化によりラニーニャ現象が発生する年も増える

とされており、今後の影響が懸念されます。

温室効果ガスの削減に向けて、小さなことでも自分のできることから

実践しなければ、と地球環境について考えさせられました。

編 　 集 　 後 　 記
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波となぎさ
No.204

原稿募集のお知らせ

　本誌では、読者相互の交流・情報交換を図るため、読者の皆様からの投稿コーナーを設けています。採用させて
いただいた方には薄謝、掲載誌を差し上げます（応募者多数の場合は、すべて掲載できないこともあります）。皆
様のご応募、お待ちしております。

■コラム「私と海岸」（毎号２名程度掲載予定）

　ビーチ・海岸に関わる趣味の話、体験談、失敗談、おもしろ話、身近なこと、旅行話等、なんでも結構ですので、
気軽にご投稿ください。
　❶文字数：1,000〜1,500字程度（本誌１ページ分）　　❷テーマに沿ったお写真2〜3枚程度

■「TOPICS」
　「『波となぎさ』に掲載された活動の“その後”をお知らせしたい」、「今、こんな取り組みをしています」
　—そうした情報の原稿をお待ちしています。
　❶文字数：1,500字程度（本誌１ページ分）　　　　　　❷テーマに沿ったお写真、図表２〜４枚程度

■「ビーチライフ」
　皆様の「ビーチライフ」に関するさまざまな活動や体験についての原稿を募集します。
　❶文字数：4,000〜6,000字程度（本誌２ページ分）　　❷テーマに沿ったお写真、図表３〜７枚程度

■原稿送付先 ： 郵送、FAX、メールにて承ります。
　原稿形式は、データ、原稿用紙いずれも承ります。原稿送付の際には後日編集部からご連絡させていただきます
ので、ご連絡先等を必ず明記してください。
　❶郵送先：〒107-0052　東京都港区赤坂3-3-5　住友生命山王ビル８階　日本港湾協会内　港湾海岸防災協議会
　　「波となぎさ」編集担当宛
　❷FAX：03-3505-5400　
　❸	e-mail：naminagi@tbss.co.jp
※原稿に関するお問い合わせは上記連絡先❸へメールにてお問い合わせください。
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私たちの暮らしている社会は
少しずつ変化し、成長しています。
若築建設は、しっかりと今を見つめながら、
人のこころを刻む企業として、
一歩一歩着実に歩み続けます。

 〒153-0064  東京都目黒区下目黒2-23-18
 TEL. 03-3492-0271
 FAX. 03-3490-1019



本社　〒 112-0012  東京都文京区大塚 3-5-9 （住友成泉小石川ビル別館６階）
　　　TEL 03-5981-8691　FAX 03-5981-8692

北海道支店 T E L  0 1 1 - 8 6 0 - 8 3 3 3
東 北 支 店 T E L  0 2 2 - 2 1 7 - 2 1 6 7

東 京 支 店 T E L  0 3 - 5 9 8 1 - 8 6 9 3
大 阪 支 店 T E L  0 6 - 6 3 0 7 - 2 6 3 0
福 岡 支 店 T E L  0 9 2 - 4 8 1 - 7 3 6 3
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